
健
康
も
要
件
、全
規
定
整
備

い
る
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
竹
田
恒

和
会
長
（
７
１
）
の
退
任
が

避
け
ら
れ
な
い
情
勢
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
１
５
日
、
関

係
者
の
話
で
分
か
っ
た
。
Ｊ

Ｏ
Ｃ
内
だ
け
で
な
く
、
大
会

関
係
者
か
ら
も
イ
メ
ー
ジ
悪

化
を
懸
念
し
、
責
任
を
問
う

声
が
強
ま
っ
た
。

　

竹
田
氏
は
０
１
年
か
ら

会
長
を
務
め
て
お
り
、
現

在
１
０
期
目
。
６
、７
月
の

役
員
改
選
に
向
け
「
選
任

時
７
０
歳
未
満
」
の
定
年

規
定
の
改
定
が
検
討
さ
れ
る

な
ど
、
当
初
は
続
投
が
確
実

視
さ
れ
て
い
た
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
は

１
９
日
に
理
事
会
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　

竹
田
氏
は
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

委
員
で
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の

副
会
長
も
務
め
て
い
る
。
昨

年
１
２
月
、
捜
査
で
強
力
な

権
限
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
の
予

審
判
事
か
ら
事
情
聴
取
を
受

け
、
正
式
な
捜
査
が
始
ま
っ

た
。
竹
田
氏
は
１
月
に
記
者

　
【
共
同
】
政
府
は
１
５
日
、
特
定
技
能
の
在
留
資
格
を
創
設
し
、
外
国
人
労
働
者

受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
新
制
度
の
運
用
の
詳
細
を
定
め
た
法
務
省
令
や
政
令
を
公
布

し
た
。
健
康
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
資
格
取
得
の
要
件
と
し
、
受
け
入
れ
先
に

は
日
本
人
と
同
等
以
上
の
報
酬
と
す
る
雇
用
契
約
を
結
ば
せ
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
。

施
行
は
新
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
入
管
難
民
法
と
同
じ
４
月
１
日
。
新
制
度
に
関

す
る
全
て
の
法
規
定
が
整
備
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。

い
た
。

　

―
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
拡
大
が
日
本
人
や
日
本

経
済
に
与
え
る
影
響
を
ど
う

み
て
い
る
か
。

　
「
日
本
人
労
働
者
の
待
遇

や
日
本
経
済
全
体
に
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
。
受
け
入
れ
見
込

み
数
の
約
３
４
万
５
千
人
、

１
４
業
種
の
ま
ま
な
ら
ば
、

目
く
じ
ら
を
立
て
る
ほ
ど
の

影
響
は
出
な
い
だ
ろ
う
が
、

外
国
人
新
制
度
の
政
省
令
公
布

り
、
フ
ラ
ン
ス
司
法
当
局
か

ら
贈
賄
容
疑
で
捜
査
さ
れ
て

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
の
招
致
疑
惑
を
巡

登
録
支
援
機
関
に
つ
い
て
、

過
去
５
年
間
に
労
働
基
準
法

違
反
な
ど
で
罰
金
刑
を
受
け

た
団
体
は
な
れ
な
い
こ
と

や
、登
録
手
数
料
を
定
め
た
。

　

法
務
省
は
昨
年
１
２
月

２
８
日
か
ら
１
月
２
６
日

ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
公
募
）
を
実
施
。

２
３
５
８
件
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
原
案
を
一
部
修
正
し

た
。

日
本
人
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス

塚
崎
久
留
米
大
教
授

　
【
共
同
】
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
拡
大
に
向
け
て

政
府
が
政
省
令
を
公
布
し
、

４
月
の
制
度
ス
タ
ー
ト
へ
の

法
整
備
が
完
了
し
た
。
経
済

政
策
や
金
融
論
が
専
門
の
塚

崎
公
義
久
留
米
大
教
授
に
日

本
経
済
へ
の
影
響
な
ど
を
聞

報酬、日本人と同等以上に東京五輪招致疑惑

や
る
べ
き
こ
と

や
っ
た
だ
け

地
域
医
療
貢
献
の
赤
ひ
げ
大
賞

円

周

率
、

３
１
兆
４
千
億
桁
計
算

　
　
グ
ー
グ
ル
、
世
界
最
高

　
【
シ
ド
ニ
ー
共
同
】ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島
の
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
１
５
日
、

２
カ
所
の
モ
ス
ク
（
イ
ス
ラ

ム
教
礼
拝
所
）
で
銃
乱
射
事

件
が
発
生
し
、
警
察
に
よ

る
と
４
９
人
が
死
亡
し
た
。

ア
ー
ダ
ン
首
相
は
「
テ
ロ
」

と
断
定
し
た
。
警
察
は
男
３

人
、
女
１
人
の
計
４
人
を
拘

束
し
、
共
犯
者
の
有
無
や
動

こ
う
い
う
制
度
は
始
ま
っ
て

し
ま
え
ば
人
数
は
増
え
、
業

種
も
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。
特

に
、
非
正
規
労
働
者
の
賃
金

が
上
が
り
づ
ら
く
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
」

　

―
労
働
力
不
足
は
深
刻

だ
。

　
「
不
足
と
い
う
言
葉
が
い

や
な
印
象
が
あ
る
が
、
一
般

の
労
働
者
に
と
っ
て
は
い
い

こ
と
だ
。
失
業
せ
ず
、
賃
金

が
上
が
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

も
存
続
で
き
な
く
な
る
」

　
「
日
本
経
済
全
体
で
み
て

も
、
雇
用
情
勢
が
厳
し
か
っ

た
こ
ろ
先
送
り
さ
れ
た
省
力

化
投
資
な
ど
の
生
産
性
向
上

が
進
み
、
経
済
が
効
率
化
す

る
。
例
え
ば
、
外
食
産
業
で

従
来
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
お
皿

を
洗
わ
せ
て
い
た
の
を
、
食

Ｊ
Ｏ
Ｃ
内
外
に
責
任
論

竹
田
会
長
、退
任
不
可
避

モ
ス
ク
で
銃
乱
射
、４
９
人
死
亡

襲
撃
を
ネ
ッ
ト
で
生
中
継

中
国
首
相
、対
米
柔
軟
姿
勢

悠
仁
さ
ま
、
小
学
校
卒
業

景
気
下
支
え
に
決
意

文
集
で
自
然
学
習
体
験
つ
づ
る

た
。

　

一
方
で
、
米
国
が
懸
念
を

示
す
中
国
政
府
に
よ
る
中
国

企
業
を
通
じ
た
ス
パ
イ
活
動

に
つ
い
て
は
「
中
国
の
や
り

方
で
は
な
い
」
と
関
与
を
否

定
。中
国
の
通
信
機
器
大
手
、

華
為
技
術（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）

製
品
の
米
政
府
で
の
使
用
禁

止
な
ど
ハ
イ
テ
ク
分
野
で
強

硬
姿
勢
を
示
す
ト
ラ
ン
プ
米

政
権
を
け
ん
制
し
た
。

　

会
見
に
先
立
ち
、
第
１
３

期
全
国
人
民
代
表
大
会
（
全

人
代
＝
国
会
）
第
２
回
会
議

機
の
解
明
な
ど
本
格
的
捜
査

に
乗
り
出
し
た
。

　

容
疑
者
の
１
人
は
襲
撃
の

際
、
自
身
の
頭
部
に
着
け
た

と
み
ら
れ
る
カ
メ
ラ
で
動

画
を
撮
影
し
な
が
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
１
７
分
間

に
わ
た
っ
て
生
中
継
し
て
お

り
、
犯
行
の
異
様
さ
は
際

立
っ
て
い
る
。Ａ
Ｐ
通
信
は
、

乱
射
を
実
行
し
た
と
主
張
す

る
男
が
、
反
移
民
を
訴
え
る

７
４
ペ
ー
ジ
の
声
明
を
残
し

て
い
た
と
報
じ
た
。
地
元
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
同
国
史

上
最
悪
の
銃
乱
射
事
件
。

　

ア
ー
ダ
ン
氏
に
よ
る
と
、

２
０
人
以
上
が
重
傷
を
負
っ

た
。
容
疑
者
の
車
両
か
ら
は

爆
発
物
も
発
見
さ
れ
、
警
察

が
処
理
し
た
。
警
察
は
住
民

に
対
し
、
屋
外
に
出
ず
に
警

戒
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
、
全

て
の
モ
ス
ク
に
警
官
を
派

遣
。
市
内
の
学
校
や
公
共
施

設
も
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

容
疑
者
の
１
人
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
。
実
行
犯
ら
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
迷
彩
服
姿

で
、
目
撃
者
に
よ
る
と
自
動

小
銃
が
使
わ
れ
た
。
銃
乱
射

は
午
後
１
時
４
５
分
（
日
本

時
間
午
前
９
時
４
５
分
）
ご

ろ
か
ら
、
金
曜
日
の
礼
拝
が

行
わ
れ
て
い
た
市
中
心
部
の

ハ
グ
レ
ー
公
園
近
く
の
モ
ス

者
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を

や
っ
た
だ
け
だ
が
、
う
れ
し

く
あ
り
が
た
い
」
と
喜
び
を

語
っ
た
。

　

日
本
医
師
会
（
日
医
）
な

ど
が
主
催
し
、
今
年
が
７
回

目
。
橋
上
氏
は
歴
代
受
賞
者

で
最
高
齢
と
な
る
。
６
０
年

以
上
診
療
を
続
け
、
村
民
の

お
産
か
ら
手
術
ま
で
手
掛
け

て
き
た
。「
患
者
は
家
族
だ

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
の
手
本
と
な
る
よ

う
背
筋
を
伸
ば
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

豪
雪
地
帯
で
訪
問
診
療
を

続
け
る
秋
田
県
鹿
角
市
の
大

里
医
院
の
大
里
祐
一
理
事
長

（
８
３
）
も
受
賞
し
、「
通
院

が
不
自
由
な
患
者
も
多
い
た

め
、
こ
ち
ら
か
ら
訪
問
し
よ

う
と
考
え
た
だ
け
の
こ
と
。

身
に
余
る
光
栄
だ
」
と
語
っ

た
。
大
里
氏
は
１
９
９
５
年

の
阪
神
大
震
災
で
も
被
災
地

に
入
り
、
医
療
活
動
に
従
事

し
た
と
い
う
。

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
の

三
輪
医
院
、
千
場
純
院
長

（
６
９
）
や
熊
本
県
相
良
村

の
緒
方
医
院
、
緒
方
俊
一
郎

院
長
（
７
７
）、
新
潟
市
の

堀
川
内
科
・
神
経
内
科
医
院
、

堀
川
楊
理
事
長
（
７
８
）
も
、

山
間
部
で
の
往
診
や
在
宅
ケ

ア
を
支
援
す
る
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
大
賞
を
受
賞
し

た
。

器
洗
い
機
を
導
入
す
る
よ
う

な
こ
と
が
増
え
る
。
多
数
の

失
業
者
が
出
て
い
る
状
況
で

は
増
税
で
き
ず
、
財
政
再
建

も
進
め
ら
れ
な
い
」

　

―
人
材
確
保
に
苦
労
し
て

い
る
中
小
企
業
も
多
い
が
。

　
「
中
小
企
業
の
経
営
者
に

は
冷
た
い
言
い
方
と
と
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
経
済

学
的
に
み
る
と
高
い
給
料
が

払
え
な
い
企
業
が
つ
ぶ
れ
る

の
は
経
済
全
体
に
と
っ
て
い

い
こ
と
だ
。
経
営
者
に
は
生

産
性
を
上
げ
、
高
い
給
料
を

払
う
よ
う
努
力
す
る
余
地
が

あ
る
。
一
方
で
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
の
人
た
ち
に
は
そ
の
余

地
が
な
い
。
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
の
待
遇
を
改
善
す
る
方
向

で
考
え
る
べ
き
だ
」

ク
と
、
東
に
約
５
キ
ロ
の
住

ＪＯＣの竹田恒和会長（共同）

中国全人代が閉幕し、記者会見する李克強首相
（中央）＝１５日、北京の人民大会堂（共同）

お茶の水女子大付属小の卒業式を終えた悠仁さまと
笑顔を見せられる秋篠宮ご夫妻＝１５日、東京都文京
区（代表撮影・共同）

会
見
で
改
め
て
潔
白
を
主
張

し
た
が
、
捜
査
中
を
理
由
に

質
疑
を
受
け
ず
、
７
分
余
り

で
打
ち
切
っ
て
批
判
を
浴
び

た
。
そ
の
後
は
国
際
会
議
を

相
次
い
で
欠
席
し
て
い
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｏ

Ｃ
も
事
態
を
憂
慮
し
、
退
任

を
求
め
る
動
き
が
あ
っ
た
と

い
う
。

　

疑
い
が
持
た
れ
て
い
る
の

は
、
竹
田
氏
が
理
事
長
を
務

め
た
東
京
の
招
致
委
員
会

が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
支
払
っ

た
２
億
円
超
。
そ
の
一
部
が

当
時
、
開
催
都
市
決
定
の

投
票
権
を
持
つ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員

だ
っ
た
ラ
ミ
ン
・
デ
ィ
ア
ク

前
国
際
陸
連
会
長
の
息
子
パ

パ
マ
ッ
サ
タ
・
デ
ィ
ア
ク
氏

に
渡
り
、
票
の
買
収
に
使
わ

れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ニュージーランド

　

山
下
貴
司
法
相
は
閣
議
後

の
記
者
会
見
で
「
制
度
の
開

始
に
向
け
万
全
を
期
す
」
と

述
べ
た
。

　

新
制
度
は
一
定
技
能
が
必

要
な
特
定
技
能
１
号
、
熟
練

技
能
が
必
要
な
同
２
号
の
在

留
資
格
を
創
設
。
１
号
は
介

護
や
農
業
な
ど
１
４
業
種
、

２
号
は
建
設
と
造
船
・
舶
用

工
業
の
２
業
種
で
受
け
入
れ

る
。

　

新
設
の
特
定
技
能
基
準
の

省
令
で
は
、
受
け
入
れ
先
や

雇
用
契
約
に
つ
い
て
記
載
。

報
酬
は
日
本
人
と
同
等
以
上

の
額
と
し
、
不
正
を
防
ぐ
た

め
に
預
貯
金
口
座
に
振
り
込

む
。
本
人
が
帰
国
旅
費
を
負

担
で
き
な
い
と
き
は
受
け
入

れ
先
が
負
担
す
る
と
し
た
。

　

受
け
入
れ
先
は
、
悪
質
ブ

ロ
ー
カ
ー
に
仲
介
さ
せ
て
い

な
い
こ
と
や
、
過
去
５
年
間

に
入
管
難
民
法
、
労
働
関
連

法
の
違
反
が
な
い
こ
と
な
ど

が
要
件
。
職
員
か
ら
責
任
者

を
選
び
、
住
居
確
保
や
日
本

語
学
習
な
ど
日
常
生
活
を
支

援
す
る
計
画
を
策
定
す
る
。

　

上
陸
基
準
の
省
令
を
改

め
、
特
定
技
能
の
外
国
人
は

１
８
歳
以
上
で
、
健
康
状
態

が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
基
準

と
し
た
。
母
国
で
順
守
す
べ

き
手
続
き
が
あ
る
場
合
、
そ

れ
を
経
て
い
る
こ
と
も
求
め

た
。

　

改
正
し
た
入
管
難
民
法
施

行
規
則
で
は
、
１
回
当
た
り

の
在
留
期
間
を
規
定
。
特
定

技
能
１
号
は
１
年
か
６
カ
月

も
し
く
は
４
カ
月
、
同
２
号

は
３
年
か
１
年
も
し
く
は
６

カ
月
と
し
た
。

　

特
定
技
能
に
関
す
る
政
令

で
は
、
受
け
入
れ
先
に
代

わ
っ
て
外
国
人
を
支
援
す
る

は
外
資
の
技
術
を
中
国
側
へ

強
制
的
に
移
転
さ
せ
る
こ
と

を
禁
じ
た
外
商
投
資
法
を
採

択
し
、
閉
幕
し
た
。
李
氏
は

米
中
両
国
の
貿
易
協
議
に
つ

い
て
「
相
互
に
利
益
を
も
た

ら
す
成
果
が
出
る
よ
う
望
ん

で
い
る
」
と
述
べ
た
。
習
近

平
指
導
部
は
、
米
国
と
の
通

商
交
渉
を
念
頭
に
、
外
資
の

権
利
保
護
を
進
め
る
姿
勢
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

李
氏
は
、
事
実
上
決
裂
し

た
２
月
末
の
米
朝
首
脳
再
会

談
に
関
し
、「
我
慢
強
く
対

話
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
、
米
朝
両
国

に
対
話
の
継
続
を
促
し
た
。

　

日
中
関
係
で
は
、
習
国
家

主
席
の
年
内
の
訪
日
な
ど
首

脳
間
の
交
流
に
触
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

李
氏
は
景
気
対
策
に
つ
い

て
、企
業
向
け
減
税
に
加
え
、

さ
ら
な
る
金
融
緩
和
策
を
行

う
余
地
が
あ
る
と
述
べ
た
。

た
だ
大
規
模
な
金
融
緩
和
や

財
政
赤
字
率
拡
大
に
踏
み
込

め
ば
「
一
時
的
に
は
有
効
で

あ
っ
て
も
、
後
遺
症
を
も
た

ら
す
」
と
指
摘
、
強
す
ぎ
る

刺
激
策
は
避
け
る
必
要
が
あ

る
と
も
付
け
加
え
た
。

宅
街
に
あ
る
モ
ス
ク
で
発
生

し
た
。

　

在
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

日
本
領
事
事
務
所
に
よ
る

と
、
日
本
人
が
巻
き
込
ま
れ

た
と
の
情
報
は
入
っ
て
い
な

い
。

　
【
北
京
共
同
＝
大
熊
雄
一

郎
】
中
国
の
李
克
強
首
相
は

１
５
日
、
北
京
の
人
民
大
会

堂
で
記
者
会
見
し
、
米
中
関

係
に
つ
い
て
「
安
定
し
た
関

係
を
保
つ
こ
と
は
双
方
と
世

界
に
と
っ
て
の
利
益
だ
」
と

述
べ
た
。
貿
易
摩
擦
を
巡
る

米
中
首
脳
会
談
を
見
据
え
、

対
米
柔
軟
姿
勢
を
示
し
た
。

減
速
す
る
中
国
経
済
に
つ
い

て
「
景
気
が
合
理
的
な
水
準

か
ら
滑
り
落
ち
る
よ
う
な
こ

と
は
さ
せ
な
い
」
と
述
べ
、

下
支
え
す
る
決
意
を
示
し

男
悠
仁
さ
ま
（
１
２
）
は

１
５
日
、
お
茶
の
水
女
子
大

付
属
小
（
東
京
都
文
京
区
）

の
卒
業
式
に
出
席
し
た
。
４

月
か
ら
は
、
同
大
付
属
中
に

進
学
す
る
。
５
月
に
新
天
皇

が
即
位
さ
れ
る
と
、
悠
仁
さ

ま
の
皇
位
継
承
順
は
父
で
皇

嗣
と
な
る
秋
篠
宮
さ
ま
に
次

ぐ
２
位
と
な
る
。

　

悠
仁
さ
ま
は
、
卒
業
記
念

文
集
に
「
人
は
自
然
界
の
中

で
生
き
て
い
る
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
野
草
や

樹
木
を
探
す
授
業
を
通
じ
て

自
然
に
親
し
ん
だ
こ
と
、
自

分
が
選
ん
だ
課
題
で
東
京
都

の
市
町
村
を
調
べ
た
こ
と
な

ど
小
学
校
６
年
間
を
振
り
返

り
「
緑
が
多
く
、
自
然
が
豊

か
な
学
校
で
、
他
学
年
の
仲

間
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
課

題
に
取
り
組
み
、
学
ん
だ
こ

と
で
、
新
し
い
こ
と
に
気
づ

い
た
り
考
え
た
り
し
ま
し
た
」

と
つ
づ
っ
た
。

　

同
小
に
よ
る
と
、
卒
業
式

は
卒
業
生
約
１
１
０
人
が
出

席
。「
秋
篠
宮
悠
仁
」
と
名

前
を
呼
ば
れ
る
と
、
大
き
な

声
で
「
は
い
」
と
返
事
を
し

て
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
卒

業
証
書
を
受
け
取
っ
た
。
秋

篠
宮
ご
夫
妻
は
保
護
者
席
で

見
守
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

式
終
了
後
、
報
道
陣
か
ら

「
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る

と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

宮
内
庁
に
よ
る
と
、
高

学
年
で
飼
育
栽
培
委
員
と
し

て
、
花
壇
の
水
や
り
や
ウ
サ

ギ
の
世
話
を
担
当
。
６
年
生

に
な
っ
て
の
各
学
年
で
構
成

す
る
「
縦
割
り
班
」
の
活
動

で
は
、
１
年
生
に
優
し
く
接

す
る
姿
も
。
運
動
会
や
林
間

学
校
、
音
楽
会
な
ど
の
学
校

行
事
も
楽
し
ん
だ
。
卒
業
直

前
の
３
月
上
旬
に
は
、
２
泊

３
日
の
宿
泊
学
習
で
長
野
県

の
蓼
科
高
原
を
訪
れ
、
雪
山

歩
き
や
土
器
作
り
、
カ
ー
リ

ン
グ
を
体
験
し
た
。

　

悠
仁
さ
ま
は
同
大
付
属
幼

稚
園
を
経
て
、
２
０
１
３
年

４
月
に
戦
後
の
皇
室
で
初
め

て
学
習
院
初
等
科
で
は
な
い

同
大
付
属
小
に
入
学
し
た
。

中
学
は
両
親
と
相
談
し
た
上

で
内
部
進
学
を
選
ん
だ
。

　
【
共
同
】
地
域
医
療
に
長

年
貢
献
し
た
医
師
に
贈
ら
れ

る
「
赤
ひ
げ
大
賞
」
の
表
彰

式
が
１
５
日
、
東
京
都
内
で

開
か
れ
た
。
受
賞
者
の
一
人

で
、
長
野
県
阿
智
村
に
あ
る

医
療
法
人
健
生
会
の
橋
上
好

郎
理
事
長
（
９
３
）
は
「
医

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
Ｉ

Ｔ
大
手
グ
ー
グ
ル
は
１
４
日
、

一
般
に
「
３
・
１
４
」
で
知
ら

れ
る
円
周
率
を
小
数
点
以
下

約
３
１
兆
４
千
億
桁
ま
で
計

算
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
記
録
を
約
９
兆
桁
上

回
り
、
世
界
最
高
を
更
新
し

た
。
日
本
人
の
女
性
技
術
者
、

岩
尾
エ
マ
は
る
か
さ
ん
が
率

い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
た
最
新
の
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
を
使
っ
て
計

算
し
た
と
い
う
。

　

グ
ー
グ
ル
が
公
開
し
た
動

画
に
よ
る
と
、
岩
尾
さ
ん
は

円
周
率
計
算
の
世
界
記
録
を

保
持
し
て
い
た
筑
波
大
の
高

橋
大
介
教
授
の
下
で
計
算
科

学
を
学
ん
だ
。「
子
ど
も
の
こ

ろ
、
自
分
が
将
来
世
界
記
録

を
破
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

　
【
共
同
】
秋
篠
宮
家
の
長
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凶
器
は
売
買
サ
イ
ト
で
購
入

ど
が
絡
ん
だ
大
型
の
汚
職
計

画
に
、
選
挙
で
の
カ
イ
シ
ャ

２
に
あ
た
る
収
賄
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め

だ
。
Ｌ
Ｊ
作
戦
班
は
、
同
作

戦
で
摘
発
し
て
き
た
よ
う
に

規
模
が
大
き
く
、
複
雑
な
犯

罪
を
選
挙
裁
判
所
が
裁
け
る

の
か
と
疑
問
視
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
ラ
ケ
ル
・
ド
ッ
ジ

検
察
庁
長
官
は
、
カ
イ
シ
ャ

２
に
関
し
、「
国
の
資
産
を

守
る
た
め
の
裁
判
を
行
う
た

め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
選

挙
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
で

扱
う
の
は
違
憲
で
は
な
い
」

と
し
て
、
憲
法
改
正
な
し
で

の
移
管
を
求
め
て
い
た
。

　

エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
、

ル
イ
ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・
バ

ロ
ー
ゾ
、
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ
ベ

ル
、
ル
イ
ス
・
フ
ク
ス
、
カ

ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
の
５
判
事

は
こ
れ
ら
の
意
見
に
理
解
を

示
し
、「
最
高
裁
は
既
に
カ

イ
シ
ャ
２
の
問
題
は
一
般
犯

罪
と
の
見
解
を
出
し
て
い
た

　
【
既
報
関
連
】
１
３
日
に
聖
州
ス
ザ
ノ
市
で
発
生
し
た
学
校
襲
撃
事
件
は
、
犯
人

２
人
を
含
む
計
１
０
人
の
死
者
と
、
１
１
人
の
負
傷
者
を
出
し
た
。
市
警
は
、
死

ん
だ
犯
人
の
他
に
も
う
１
人
、
１
７
歳
の
少
年
の
共
犯
者
が
い
た
と
見
て
、
１
４

日
に
身
柄
拘
束
の
許
可
を
要
請
。
少
年
裁
判
所
の
命
令
で
、
１
５
日
午
前
中
に
少

年
は
出
頭
し
た
と
、
１
５
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

お
じ
の
自
動
車
販
売
店
で
働

い
て
い
た
が
、
店
の
金
に
手

を
付
け
て
解
雇
さ
れ
て
い

た
。
襲
撃
計
画
を
実
行
す
る

た
め
に
、幼
な
じ
み
で
定
職
、

収
入
の
あ
る
ル
イ
ス
・
エ
ン

リ
ケ
（
２
５
）
を
計
画
に
引

き
入
れ
た
」と
も
見
て
い
る
。

　

少
年
は
少
年
裁
判
所
で
尋

問
を
受
け
た
が
、
事
件
へ
の

関
与
を
否
定
し
、
証
言
が
終

わ
る
と
釈
放
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
件
は
、「
銃
の
携

帯
を
認
め
る
か
否
か
」
に
つ

い
て
の
議
論
が
起
き
て
い
る

最
中
に
発
生
し
た
。
計
画
に

は
１
年
以
上
か
け
て
い
た
こ

と
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
事

件
当
日
、
事
件
を
悼
み
、
犠

牲
者
と
遺
族
を
励
ま
す
メ
ッ

　

こ
こ
連
日
報
じ
て
い
る
大

聖
市
圏
ス
ザ
ノ
で
の
州
立
学

校
の
無
差
別
テ
ロ
事
件
は
、

事
件
か
ら
数
日
を
経
て
も
伯

国
社
会
に
深
い
爪
痕
を
残
し

て
い
る
。
そ
の
最
中
、
海
を

遠
く
隔
て
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
・

チ
ャ
ー
チ
市
で
、
現
地
時
間

セ
ー
ジ
を
ツ
イ
ー
ト
。
翌

１
４
日
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
で
事
件
を
強
く
非
難
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し

た
。

　

犯
行
時
に
ギ
リ
ェ
ル
メ
が

着
て
い
た
服
や
、
ド
ク
ロ
模

様
の
マ
ス
ク
は
、
射
撃
ゲ
ー

ム
の
コ
ー
ル
・
オ
ブ
・
デ
ュ
ー

テ
ィ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

酷
似
し
て
い
る
。

　

犯
人
ら
が
、
事
件
に
使
っ

た
斧
、
弓
矢
、
ボ
ウ
ガ
ン
な

ど
の
凶
器
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
売
買
サ
イ
ト
、
メ

ル
カ
ー
ド
・
リ
ブ
レ
で
買
っ

た
事
が
判
明
し
て
い
る
。
サ

イ
ト
運
営
会
社
は
、
自
社
サ

イ
ト
が
犯
罪
に
使
わ
れ
た
こ

と
を
遺
憾
と
し
、
捜
査
当
局

に
協
力
す
る
と
表
明
し
た
。

　

聖
州
検
察
局
は
、
組
織
犯

罪
対
策
特
別
班
（
Ｇ
ａ
ｅ
ｃ

ｏ
）
を
招
集
し
た
。
ジ
ャ
ン

パ
オ
ロ
・
ス
マ
ー
ニ
オ
同
局

局
長
は
そ
の
理
由
を
、「
犯

罪
組
織
が
、
学
校
襲
撃
犯
た

ち
と
関
わ
り
が
あ
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
だ
」
と
し
た
。

　

通
常
の
ネ
ッ
ト
検
索
か
ら

暗
黒
ウ
ェ
ブ
が
犯
行
教
唆
か
？

は
ず
」（
フ
ク
ス
判
事
）
な

ど
と
し
て
、
連
邦
地
裁
が
扱

う
こ
と
に
賛
成
し
た
。

　

だ
が
、マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー

リ
オ
・
メ
ロ
、
ア
レ
ッ
シ
ャ

ン
ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
、

リ
カ
ル
ド
・
レ
ヴ
ァ
ン
ド
ウ

ス
キ
ー
、
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ

ン
デ
ス
、
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ

ロ
の
各
判
事
と

デ
ィ
ア
ス
・
ト

フ
ォ
リ
長
官
の

６
人
が
反
対
し

た
。
そ
の
理
由

は
、「
カ
イ
シ
ャ

２
に
絡
む
犯
罪

は
従
来
も
選
挙

裁
判
所
が
裁
い

て
き
た
」（
メ

ン
デ
ス
判
事

ら
）「
選
挙
裁

判
所
に
裁
く
機

能
が
な
い
と
す

る
理
由
が
わ
か

ら
な
い
」（
メ

選
挙
裁
判
所
で
扱
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
、
Ｌ
Ｊ
作
戦

班
の
敗
北
を
意
味
す
る
。

　

パ
ラ
ナ
州
連
邦
検
察
の
Ｌ

Ｊ
作
戦
班
や
連
邦
検
察
庁

は
、「
選
挙
裁
判
所
で
は
汚

職
全
体
を
裁
く
機
能
が
弱

い
」
と
し
、
カ
イ
シ
ャ
２
絡

み
で
も
、
連
邦
裁
判
所
で
扱

う
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

　

そ
れ
は
、
Ｌ
Ｊ
作
戦
で
摘

発
し
て
い
る
大
物
政
治
家
な

　

１
３
〜
１
４
日
に
、
最
高

裁
が
「
選
挙
時
の
二
重
帳
簿

（
カ
イ
シ
ャ
２
）
に
絡
ん
で

い
る
汚
職
事
件
の
裁
判
を
一

般
の
連
邦
裁
判
所
に
移
す
べ

き
」
か
の
審
理
を
行
い
、
判

事
投
票
５
対
６
で
否
決
し

た
。
１
５
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
連
邦
警
察

や
連
邦
検
察
庁
が
摘
発
し
、

連
邦
地
裁
な
ど
が
扱
っ
て
き

た
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ

Ｊ
）
作
戦
の
裁
判
も
、
カ
イ

シ
ャ
２
さ
え
絡
ん
で
い
れ
ば

Ｌ
Ｊ
作
戦
班「
最
高
裁
が
ク
ー
デ
タ
ー
」

相
次
ぐ
マ
リ
エ
ー
レ
氏
顕
彰

裁
判
の
能
力
に
不
安
の
声
も

ロ
判
事
）
な
ど
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
最
高
裁
で
の

Ｌ
Ｊ
作
戦
絡
み
の
裁
判
も
、

通
常
は
最
高
裁
の
第
２
小
法

廷
で
扱
う
が
、
カ
イ
シ
ャ
２

が
絡
め
ば
選
挙
高
裁
で
の
扱

い
と
な
る
。
ル
ー
ラ
、
テ
メ

ル
元
大
統
領
や
セ
ル
ジ
オ
・

少
年
は
事
件

の
数
日
前
に
、

「
銃
を
撃
ち
ま

く
り
な
が
ら

学
校
に
入
っ

て
み
た
い
」
と

話
し
て
い
た

と
い
う
。

　

警
察
は
「
主

犯
の
ギ
リ
ェ

ル
メ
（
１
７
）

が
、
何
ら
か

の
理
由
で
そ

の
少
年
を
実

行
か
ら
外
し

た
」
と
推
理
し

て
い
る
。「
ギ

リ
ェ
ル
メ
は

１４日の最高裁（Nelson Jr/SCO/STF）

事件翌日の学校の様子（Rovena Rosa / Ag.Brasil）

犯
罪
組
織
が
裏
に
い
た
可
能
性
も

は
見
つ
か
ら
な
い
深
層
ウ
ェ

ブ
、
ア
ク
セ
ス
者
の
判
別
を

さ
ら
に
難
し
く
し
て
い
る
暗

黒
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
掲
示
板
が

捜
査
タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ
。

　

今
回
の
事
件
は
、
１
２
人

の
犠
牲
者
を
出
し
た
リ
オ
市

レ
ア
レ
ン
ゴ
の
市
立
校
で
の

乱
射
事
件
（
２
０
１
１
年
）

や
、
１
８
歳
と
１
９
歳
の
２

人
組
が
級
友
１
２
人
と
教
師

１
人
を
殺
し
て
自
殺
し
た
、

米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
で
の
コ
ロ

ン
バ
イ
ン
高
校
銃
乱
射
事
件

（
１
９
９
９
年
）
と
類
似
点

が
あ
る
。
暗
黒
ウ
ェ
ブ
の
掲

示
板
で
は
こ
う
し
た
事
件
の

犯
人
を
賞
賛
す
る
書
き
込
み

が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し

た
掲
示
板
が
犯
罪
を
煽
っ
た

上
、
実
行
に
移
す
た
め
の
情

報
を
与
え
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
警
察
は
見
て
い
る
。

の
１
５
日
に
礼
拝
中
の
モ
ス

ク
を
狙
っ
た
無
差
別
テ
ロ
が

発
生
し
、
５
０
人
近
く
が
殺

さ
れ
る
大
惨
事
が
起
こ
り
、

さ
ら
に
不
安
な
気
分
に
追
い

討
ち
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
議
論
さ
れ
て
き
た
銃
規

制
緩
和
の
問
題
に
加
え
て
、

本
面
で
も
紹
介
し
て
い
る
暗

黒
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
も
対
策
が
必
要
な
事
態

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

あ
た
り
も
含
め
、
今
後
、
連

邦
政
府
が
「
自
己
防
衛
の
必

要
性
」
以
上
に
ど
ん
な
対
策

を
行
う
か
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

ま
だ
、
曇
り
と
雨
が
続
く

大
聖
市
圏
だ
が
、
１
４
日
午

後
、
聖
市
東
部
の
チ
エ
テ
自

然
公
園
付
近
で
、
１
２
日
に

強
い
雨
が
降
っ
た
際
、
川
に

落
ち
た
犬
を
救
お
う
と
し
て

濁
流
に
の
ま
れ
、
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
た
ク
リ
ス
チ
ー

ナ
・
ク
リ
ン
チ
ー
マ
さ
ん

（
３
９
）
の
遺
体
が
発
見
さ

れ
た
。
こ
れ
で
、
今
回
の
水

害
に
よ
る
死
者
は
１
４
人
に

達
し
て
い
る
。
予
報
だ
と
、

来
週
水
曜
日
（
２
０
日
）
ま

で
、
連
日
１
０
ミ
リ
以
上
の

降
水
の
可
能
性
が
あ
る
と
出

て
い
る
。
ぐ
ず
つ
い
た
天
気

が
こ
こ
ま
で
続
く
の
も
珍
し

い
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
水
害
は

起
き
な
い
で
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
の
サ
ッ
カ
ー
の
聖

州
選
手
権
は
第
１
１
節
。
も

う
、
そ
ろ
そ
ろ
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
チ
ー
ム
が
決
ま

り
始
め
る
頃
だ
が
、
注
目
は

聖
市
パ
カ
エ
ン
ブ
ー
・
ス
タ

ジ
ア
ム
で
今
日
行
わ
れ
る
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
対
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
戦
だ
。
Ｂ
組
１
位
の
パ
ル

メ
イ
ラ
ス
は
余
裕
が
あ
る
も

の
の
、
Ｄ
組
２
位
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
は
脱
落
圏
内
の
３
位
と

勝
ち
点
差
が
僅
か
２
点
で
、

負
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
だ
。

　

１
５
日
か
ら
聖
州
議
会
が

正
式
に
は
じ
ま
っ
た
が
、
先

行
き
の
読
め
な
い
展
開
に
な

り
そ
う
だ
と
、
１
５
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
０
月
の
州
議
員
選
で
の

再
選
者
は
４
４
人
で
、
全
体

（
９
４
人
）
の
半
数
を
下
回

り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ

と
な
っ
た
聖
州
議
会
だ
が
、

議
会
内
の
政
党
の
構
図
は
極

め
て
読
み
に
く
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

最
大
政
党
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
の
社
会
自
由
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｌ
）
の
１
５
人
だ
が
、
同

党
は
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖

州
知
事
の
民
主
社
会
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
に
対
し
、
中
立
な

立
場
を
取
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｓ

Ｌ
の
議
員
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
に

代
表
さ
れ
る
「
古
い
政
治
」

を
打
倒
し
た
い
人
が
多
い
た

め
、
条
例
案
審
議
な
ど
で
ド

リ
ア
氏
の
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
の
選
挙
で
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
は
議
席
を
１
９
人
か

ら
８
人
と
減
ら
し
て
い
る
。

同
党
が
民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

や
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）
と
い
っ

た
政
党
を
協
力
政
党
に
つ
け

た
こ
と
で
、
与
党
議
員
は

３
６
人
と
な
っ
た
が
、
ま
だ

過
半
数
の
４
７
人
に
は
達
し

て
い
な
い
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
長
年
の
宿
敵

で
も
あ
る
議
員
数
２
位
の
労

働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
は
野
党
に

ま
わ
る
が
、
彼
ら
に
加
え
、

「
古
い
政
治
」
を
嫌
う
Ｐ
Ｓ

Ｌ
や
ノ
ー
ヴ
ォ
と
い
っ
た
政

党
に
反
対
に
回
ら
れ
る
と
、

ド
リ
ア
知
事
の
議
会
で
の
立

場
も
苦
戦
し
そ
う
だ
。

　
【
既
報
関
連
】
リ
オ
市
中

央
部
で
起
き
た
、
リ
オ
市
議

の
マ
リ
エ
ー
レ
・
フ
ラ
ン
コ

氏
と
そ
の
運
転
手
の
ア
ン
デ

ル
ソ
ン
・
ゴ
メ
ス
氏
殺
害
事

件
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
と
な

る
１
４
日
、
リ
オ
市
や
下
院

で
マ
リ
エ
ー
レ
氏
追
悼
と
共

に
、
殺
害
を
命
じ
た
主
犯
逮

捕
を
求
め
る
集
会
が
持
た
れ

た
と
１
３
、１
４
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

マ
リ
エ
ー
レ
氏
ら
は
、
昨

年
の
３
月
１
４
日
夜
、
黒
人

女
性
達
の
集
会
か
ら
の
帰
り

に
襲
撃
さ
れ
、
即
死
。
同
氏

の
秘
書
も
負
傷
し
た
。

　

同
日
は
、
リ
オ
市
の
市
議

会
前
に
花
が
撒
か
れ
、「
正

義
を
」
と
大
書
し
た
横
断
幕

が
掲
げ
ら
れ
た
。
州
議
会
の

前
の
階
段
に
は
マ
リ
エ
ー
レ

氏
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
ひ
ま
わ

り
３
６
５
個
が
飾
ら
れ
、
元

秘
書
で
州
議
の
レ
ナ
タ
・
ソ

ウ
ザ
氏
が
初
回
の
人
権
委
員

会
で
同
氏
を
顕
彰
し
た
。
カ

ン
デ
ラ
リ
ア
教
会
で
は
追
悼

の
ミ
サ
も
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
下
院
で
も
、
マ
リ

エ
ー
レ
氏
と
ゴ
メ
ス
氏
を
追

悼
し
、
捜
査
の
継
続
を
求
め

る
集
会
が
持
た
れ
た
。

　

リ
オ
市
警
は
１
２
日
、
殺

人
と
殺
人
未
遂
の
容
疑
で
、

退
役
軍
警
の
ロ
ニ
ー
・
レ
ッ

サ
容
疑
者
と
元
軍
警
の
エ
ウ

シ
オ
・
ケ
イ
ロ
ス
容
疑
者
を

逮
捕
。
レ
ッ
サ
容
疑
者
か
ら

預
か
っ
た
と
い
う
大
量
の
武

器
の
部
品
（
機
関
銃
１
１
７

丁
分
）
や
弾
な
ど
を
自
宅
に

保
管
し
て
い
た
、
友
人
の
ア

レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
モ
ッ
タ

容
疑
者
も
逮
捕
さ
れ
た
。

　

モ
ッ
タ
容
疑
者
は
「
箱
の

中
身
が
何
か
を
知
ら
な
か
っ

た
」
と
し
て
い
る
が
、
リ
オ

地
裁
の
尋
問
で
、
レ
ッ
サ
容

疑
者
が
所
有
者
は
自
分
と
認

め
た
た
め
、
レ
ッ
サ
、
モ
ッ

タ
両
容
疑
者
は
、
使
用
が
制

限
さ
れ
て
い
る
火
器
の
不
法

所
持
と
不
法
取
引
で
、
ケ
イ

ロ
ス
容
疑
者
も
自
家
用
車
か

ら
機
関
銃
の
弾
や
拳
銃
が
押

収
さ
れ
た
事
で
、
銃
の
不
法

所
持
で
現
行
犯
と
な
っ
た
。

　

モ
ッ
タ
容
疑
者
は
レ
ッ
サ

容
疑
者
の
金
の
動
き
も
管
理

し
て
お
り
、
ア
ン
グ
ラ
・
ド

ス
・
レ
イ
ス
市
で
１
３
日
に

押
収
さ
れ
た
モ
ッ
タ
容
疑
者

名
義
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
も

レ
ッ
サ
容
疑
者
の
も
の
。
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
内
の
保
管
場

所
も
、
モ
ッ
タ
容
疑
者
の
名

前
で
確
保
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
同
州
金
融
活
動
管

理
審
議
会
に
よ
れ
ば
、
昨
年

１
０
月
９
日
に
は
レ
ッ
サ
容

疑
者
の
口
座
に
１
０
万
レ
ア

ル
が
振
り
込
ま
れ
て
い
る
。

退
役
軍
警
給
は
７
千
レ
ア
ル

余
り
だ
が
、
バ
ー
ラ
・
ダ
・

チ
ジ
ュ
ッ
カ
の
家
の
家
賃
は

７
千
レ
ア
ル
で
自
家
用
車
は

１
５
万
レ
ア
ル
。
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
や
武
器
購
入
費
の
出

所
も
疑
惑
の
的
だ
。

　

レ
ッ
サ
、
ケ
イ
ロ
ス
両
容

疑
者
は
事
件
関
与
を
否
定
し

て
い
る
が
、
事
件
前
後
は
途

絶
え
て
い
た
携
帯
電
話
の
シ

グ
ナ
ル
は
事
件
の
１
時
間
後

に
回
復
。
そ
の
後
、
翌
日
の

午
前
４
時
前
ま
で
一
緒
に
い

た
事
も
分
か
っ
て
い
る
。

　

連
邦
下
院
議
会
は
１
４

日
、
１
月
２
５
日
に
ミ
ナ
ス

州
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
で
発
生

し
た
鉱
滓
ダ
ム
決
壊
事
故
の

犠
牲
者
と
、
救
助
活
動
を

行
っ
た
消
防
士
へ
の
顕
彰
式

を
開
催
、
１
０
州
と
連
邦
直

轄
区
の
消
防
隊
員
約
４
０
０

人
が
参
加
し
た
と
１
４
日
付

伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

ミ
ナ
ス
州
防
災
局
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
に
死
亡
が
確

認
さ
れ
た
の
は
２
０
３
人

で
、
１
０
５
人
が
依
然
、
行

方
不
明
の
ま
ま
だ
。
こ
の
事

故
で
は
、
有
毒
な
鉱
滓
が
パ

ラ
オ
ペ
バ
川
に
流
れ
込
み
、

環
境
被
害
も
引
き
起
こ
し
て

い
る
。

　

顕
彰
式
を
司
っ
た
の
は
ギ

リ
ェ
ル
ミ
・
デ
リ
テ
下
議（
進

歩
党
・
Ｐ
Ｐ
）
で
、
消
防
服

を
着
て
壇
上
に
立
ち
、「
過

酷
な
救
助
活
動
の
現
場
で
、

疲
れ
た
と
文
句
を
い
っ
た
人

は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
全
員

が
無
私
の
精
神
で
、
命
を
救

う
こ
と
に
徹
し
た
」
と
救
助

活
動
を
行
っ
た
隊
員
を
称
え

た
。

　

ミ
ナ
ス
州
消
防
局
の
司
令

官
、
エ
ジ
ガ
ル
・
シ
ウ
ヴ
ァ

大
佐
は
、「
消
防
士
の
働
き

が
、
国
民
に
と
っ
て
有
益
な

機
関
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て

広
く
知
ら
し
め
ら
れ
た
こ
と

は
極
め
て
重
要
。
議
会
で
顕

彰
さ
れ
る
こ
と
で
、
伯
国
消

外国為替市況
中銀サイトより

3月15日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8187  R$
買　3.8180 R$

円相場
売　0.0343  R$
買　0.0342  R$

３人目容疑者の少年が出頭
　

こ
の
少
年
も
学
校
の
元
生

徒
で
、「
犯
人
の
ギ
リ
ェ
ル

メ
と
い
つ
も
一
緒
に
い
る
生

徒
が
い
た
」
と
の
証
言
な
ど

か
ら
、
共
犯
者
の
存
在
が
発

覚
し
た
。
証
言
に
よ
る
と
、

防
士
の
日
々
の
努
力
が
社
会

に
認
め
ら
れ
た
思
い
だ
」
と

し
た
。

　

シ
ウ
ヴ
ァ
大
佐
に
よ
る

と
、
ミ
ナ
ス
州
消
防
の
ほ

か
、
１
２
の
州
と
連
邦
直
轄

区
の
消
防
隊
、
合
わ
せ
て

７
５
０
人
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル

兵
１
３
０
人
が
関
与
し
た
。

ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
ダ
ム
決
壊

事
故
の
救
出
作
戦
は
、
災
害

救
助
作
戦
と
し
て
史
上
最
大

規
模
だ
っ
た
と
い
う
。

　

１
３
日
に
は
決
壊
事
故
に

関
す
る
上
院
議
会
調
査
委
員

会
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
が
設
置
さ

れ
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
開
催
日
は

未
定
だ
が
、
最
初
の
会
合
で

は
、
フ
ァ
ビ
オ
・
シ
ュ
ヴ
ァ

ル
ツ
マ
ン
Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
前
社
長

と
、
Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
の
暫
定
社
長

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
バ
ル
ト
ロ

メ
オ
氏
を
呼
び
出
す
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
。

１
５
日
よ
り
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト

気
に
な
る
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の
立
場

殺
害
容
疑
者
に
大
金
振
込
み
？

スザノ乱射
事 件 続 報

選
挙
の
二
重
帳
簿
絡
み
は
選
挙
裁
に

（２）２０１９年 第５２０１号 ３月 １６日 （土曜日）

聖州議会

下
院
で
消
防
隊
の
顕
彰
式
開
催

「
献
身
認
め
ら
れ
た
」と
司
令
官

ブルマジーニョ

　

伯
国
で
は
近
年
、
こ
う
し

た
深
層
ウ
ェ
ブ
、
暗
黒
ウ
ェ

ブ
の
掲
示
板
が
、
違
法
な
小

児
わ
い
せ
つ
画
像
や
動
画
、

人
種
差
別
、
同
性
愛
嫌
悪
、

女
性
差
別
思
想
の
拡
散
や
、

テ
ロ
行
為
の
賞
賛
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る
。

カ
ブ
ラ
ル
・
リ
オ
州
元
知
事

ら
の
大
物
政
治
家
は
こ
れ
ま

で
も
、
カ
イ
シ
ャ
２
絡
み
だ

と
理
由
を
つ
け
、
選
挙
裁
に

案
件
を
送
る
よ
う
求
め
た
り

し
て
い
た
。
同
様
の
例
が
増

え
る
可
能
性
は
大
き
い
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
Ｌ
Ｊ

作
戦
班
の
デ
ウ
タ
ン
・
ダ
ラ

グ
ノ
ル
検
察
官
は
、「
Ｌ
Ｊ

作
戦
が
切
り
開
い
て
き
た
汚

職
撲
滅
へ
の
道
を
閉
ざ
す
も

の
だ
」
と
抗
議
し
た
。

　

Ｌ
Ｊ
作
戦
班
と
最
高
裁
は

裁
判
前
か
ら
険
悪
な
雰
囲
気

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
９
日
に

Ｌ
Ｊ
作
戦
班
の
ジ
オ
ゴ
・
カ

ス
ト
ー
ル
検
察
官
が
、
サ
イ

ト
「
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
タ
」
の

取
材
に
対
し
、「
今
回
の
裁

判
は
最
高
裁
に
よ
る
ク
ー
デ

タ
ー
」
と
語
っ
た
た
め
で
、

激
怒
し
た
ト
フ
ォ
リ
長
官
が

名
誉
毀
損
で
訴
え
る
構
え
ま

で
見
せ
て
い
た
。



　

大だ
い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

に
関か

ん

す
る
自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

に
は
、
次つ

ぎ

の
二ふ

た

つ
の
側そ

く

面め
ん

が
あ
る
。

　
（
１
）「
世せ

界か
い

を
侵し

ん

略り
ゃ
くし
た
悪わ

る

い
戦せ

ん

争そ
う

」

　
（
２
） 

何な
ん

十じ
ゅ
う

倍ば
い

も
の
国こ

く

力り
ょ
くを
持も

つ
ア
メ
リ
カ
と
戦

た
た
か
っ
て

　
　
　
「
勝か

て
る
は
ず
の
な
い
愚お

ろ

か
な
戦せ

ん

争そ
う

」

　
こ
の
う
ち
、（
１
）
の
「
悪わ

る

い
戦せ

ん

争そ
う

」
の
ウ
ソ
は
ア
メ
リ
カ

の
共

き
ょ
う

和わ

党と
う

系け
い

の
歴れ

き

史し

学が
く

者し
ゃ

や
政せ

い

治じ

家か

に
よ
り
明あ

き

ら
か
に
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
特と

く

に
ス
タ
ー
リ
ン
が
日に

ち

米べ
い

を
戦た

た
か
わ
せ
て
漁ぎ

ょ

夫ふ

の
利り

を

さ
ら
っ
た
史し

実じ
つ

が
近き

ん

年ね
ん

の
秘ひ

密み
つ

文ぶ
ん

書し
ょ

の
公こ

う

開か
い

な
ど
で
も
裏う

ら

付づ

け

ら
れ
て
き
た
。[

ａ]

　

も
う
一ひ

と
つ
、（
２
）
の
「
勝か

て
る
は
ず
の
な
い
愚お

ろ

か
な
戦せ

ん

争そ
う

」

と
い
う
見み

方か
た

に
関か

ん

し
て
も
、
歴れ

き

史し

文ぶ
ん

書し
ょ

の
解か

い

明め
い

が
進す

す

み
、
そ

れ
が
捏ね

つ

造ぞ
う

さ
れ
た
自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

で
あ
る
こ
と
が
分わ

か
っ
て
き
た
。

最さ
い

近き
ん

、
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
茂も

て

木き

弘ひ
ろ

道み
ち

氏し

の
『
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う 

日に

本ほ
ん

は

「
勝

し
ょ
う

利り

の
方ほ

う

程て
い

式し
き

」
を
持も

っ
て
い
た
！
』[

１]

は
、
こ
の
点て

ん

を

史し

実じ
つ

で
明あ

き

ら
か
に
し
た
労ろ

う

作さ
く

で
あ
る
。

　

そ
れ
も
歴れ

き

史し

の
後あ

と

智ぢ

恵え

か
ら
「
こ
う
す
れ
ば
勝か

て
た
」
と
い

う
「
タ
ラ
・
レ
バ
」
論ろ

ん

で
は
な
く
、
開か

い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

に
大だ

い

本ほ
ん

営え
い

政せ
い

府ふ

連れ
ん

絡ら
く

会か
い

議ぎ

で
正せ

い

式し
き

に
採さ

い

択た
く

さ
れ
た
国こ

っ

家か

戦せ
ん

略り
ゃ
くが
あ
っ
た
、
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

茂も
て

木き

氏し

は
、
日に

本ほ
ん

が
こ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
くを
そ
の
ま
ま
実じ

っ

行こ
う

し
て
い
た

ら
、
十

じ
ゅ
う

二に

分ぶ
ん

に
勝か

て
た
（
と
い
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
を
征せ

い

服ふ
く

す

る
の
で
は
な
く
、
日に

本ほ
ん

の
自じ

存そ
ん

自じ

衛え
い

と
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

の
独ど

く

立り
つ

を

勝か

ち
得え

て
、
有ゆ

う

利り

な
停て

い

戦せ
ん

に
持も

ち
込こ

む
）
戦せ

ん

略り
ゃ
くで
あ
る
こ
と

を
史し

実じ
つ

を
も
と
に
論ろ

ん

証し
ょ
うし
て
い
る
。

　
し
か
も
、
な
ぜ
、
こ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
くが
実じ

っ

行こ
う

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
、

史し

実じ
つ

を
通つ

う

じ
て
分ぶ

ん

析せ
き

し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
出で

て
く
る
の
は
、

な
ぜ
勝か

て
る
戦た

た
かい
を
み
す
み
す
負ま

け
て
し
ま
っ
た
の
か
、
と
い

う
真し

ん

の
反は

ん

省せ
い

で
あ
る
。
そ
の
真し

ん

の
反は

ん

省せ
い

が
行お

こ
な
わ
れ
て
い
な
い
事こ

と

か
ら
、
当と

う

時じ

の
弱

じ
ゃ
く

点て
ん

を
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

も
引ひ

き
摺ず

っ
て
い
る
。

大だ
い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

で
真し

ん

に
反は

ん

省せ
い

す
べ
き
事こ

と

～ 

茂も
て

木き

弘ひ
ろ

道み
ち

『
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

  

日に

本ほ
ん

は「
勝し

ょ
う

利り

の
方ほ

う

程て
い

式し
き

」を
持も

っ
て
い
た
！
』

２０１８年
ねん

１２月
がつ

２３日
にち

版
ばん

　

ま
ず
戦せ

ん

略り
ゃ
くの
前ぜ

ん

提て
い

と
し
て
、
開か

い

戦せ
ん

前ま
え

の
日に

ち

米べ
い

の
戦せ

ん

力り
ょ
くを
比ひ

較か
く

し
て
お
こ
う
。〔
１
， 

ｐ
８
９
、
一い

ち

部ぶ

弊へ
い

誌し

に
て
簡か

ん

略り
ゃ
く

化か

〕　

日に

本ほ
ん

に
比く

ら

べ
て
、
米べ

い

国こ
く

太た
い

平へ
い

洋よ
う

側が
わ

、
お
よ
び
米べ

い

国こ
く

全ぜ
ん

体た
い

の
優ゆ

う

劣れ
つ

を
○
×
で
表あ

ら
わし
て
お
く
。

　

戦せ
ん

艦か
ん

数す
う

で
は
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

負ま

け
て
い
た
が
、
翌よ

く

年と
し

完か
ん

成せ
い

す
る
大や

ま
と和
、

武む

蔵さ
し

を
含ふ

く

め
れ
ば
米べ

い

国こ
く

の
太た

い

平へ
い

洋よ
う

側が
わ

戦せ
ん

力り
ょ
くは

上う
わ

回ま
わ

っ
て
い
た
。

空く
う

母ぼ

、
巡

じ
ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

で
は
日に

本ほ
ん

は
米べ

い

国こ
く

全ぜ
ん

体た
い

に
対た

い

し
て
も
優ゆ

う

勢せ
い

だ
っ

た
。
駆く

逐ち
く

艦か
ん

、
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

で
も
米べ

い

国こ
く

の
太た

い

平へ
い

洋よ
う

側が
わ

戦せ
ん

力り
ょ
くは
凌

り
ょ
う

駕が

し
て
い
た
。

　

航こ
う

空く
う

機き

数す
う

で
は
日に

本ほ
ん

は
米べ

い

国こ
く

全ぜ
ん

体た
い

の
８
７
％
。
数か

ず

は
多た

少
し
ょ
う

劣れ
っ

勢せ
い

だ
が
、
零ぜ

ろ

戦せ
ん

の
性せ

い

能の
う

は
は
る
か
に
米べ

い

軍ぐ
ん

機き

を
上う

わ

回ま
わ
っ
て
い

た
。
開か

い

戦せ
ん

劈へ
き

頭と
う

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻こ

う

撃げ
き

で
は
、
台た

い

湾わ
ん

か
ら
渡と

洋よ
う

攻こ
う

撃げ
き

し
た
零ぜ

ろ

戦せ
ん

３
４
機き

を
２
倍ば

い

近ち
か

い
米べ

い

戦せ
ん

闘と
う

機き

群ぐ
ん

が
包ほ

う

囲い

し
て

大だ
い

空く
う

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

が
展て

ん

開か
い

さ
れ
た
が
、
米べ

い

軍ぐ
ん

機き

４
４
機き

が
撃げ

き

墜つ
い

さ
れ

た
の
に
対た

い

し
、
零ぜ

ろ

戦せ
ん

の
損そ

ん

害が
い

は
１
機き

の
み
で
あ
っ
た
。

　

米べ
い

国こ
く

が
工こ

う

業ぎ
ょ
う

力り
ょ
くを
フ
ル
回か

い

転て
ん

さ
せ
て
大だ

い

艦か
ん

隊た
い

、
大だ

い

航こ
う

空く
う

戦せ
ん

力り
ょ
くを
投と

う

入に
ゅ
うで
き
た
の
は
開か

い

戦せ
ん

２
年ね

ん

目め

以い

降こ
う

で
あ
る
か
ら
、
当と

う

初し
ょ

２
年ね

ん

ほ
ど
は
、
日に

本ほ
ん

が
質し

つ

だ
け
で
な
く
、
量

り
ょ
う

的て
き

に
も
米べ

い

軍ぐ
ん

を
凌

り
ょ
う

駕が

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
見み

れ
ば
、
日に

本ほ
ん

が
米べ

い

国こ
く

相あ
い

手て

に
「
勝か

て

る
は
ず
の
な
い
愚お

ろ

か
な
戦た

た
かい
」
を
し
た
、
と
い
う
見み

方か
た

は
事じ

実じ
つ

に
悖も

と

る
事こ

と

が
分わ

か
る
。
開か

い

戦せ
ん

２
年ね

ん

以い

内な
い

に
勝

し
ょ
う

負ぶ

を
つ
け
れ
ば
、

日に

本ほ
ん

が
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
よ
う
に
優ゆ

う

勢せ
い

の
ま
ま
停て

い

戦せ
ん

に
持も

ち
込こ

む
、

と
い
う
可か

能の
う

性せ
い

は
十

じ
ゅ
う

二に

分ぶ
ん

に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
実じ

っ

際さ
い

に
そ
れ

を
目め

指ざ

し
た
戦せ

ん

略り
ゃ
くが
立た

て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

開か
い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

の
昭

し
ょ
う

和わ

１
６(

１
９
４
１)

年ね
ん

１
１
月が

つ

１
５
日に

ち

、

大だ
い

本ほ
ん

営え
い

政せ
い

府ふ

連れ
ん

絡ら
く

会か
い

議ぎ

は
「
対た

い

米べ
い

英え
い

蘭ら
ん

蒋し
ょ
う

戦せ
ん

争そ
う

終し
ゅ
う

末ま
つ

促そ
く

進し
ん

に
関か

ん

す
る
腹ふ

く

案あ
ん

」
を
採さ

い

択た
く

し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん

に
対た

い

す
る
戦せ

ん

争そ
う

の
「
終

し
ゅ
う

末ま
つ

を
促そ

く

進し
ん

」

す
る
た
め
の
戦せ

ん

略り
ゃ
く

案あ
ん

で
あ
る
。
当と

う

時じ

気き

鋭え
い

の
経け

い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

た
ち

を
動ど

う

員い
ん

し
て
各か

っ

国こ
く

の
抗こ

う

戦せ
ん

力り
ょ
く

調ち
ょ
う

査さ

を
行お

こ
ない
、
そ
れ
に
基も

と

づ
い

て
立り

つ

案あ
ん

さ
れ
た
戦せ

ん

略り
ゃ
くで
あ
っ
た
。

　

そ
の
冒ぼ

う

頭と
う

の
方ほ

う

針し
ん

が
、
す
べ
て
を
語か

た
っ
て
い
る
。（
）
の
数す

う

字じ

は
説せ

つ

明め
い

の
た
め
に
弊へ

い

誌し

で
挿そ

う

入に
ゅ
うし
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か

な
、
漢か

ん

字じ

な
ど
は
読よ

み
や
す
く
変か

え
て
い
る
。
正せ

い

確か
く

な
原げ

ん

文ぶ
ん

は
〔
１
〕
を
見み

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
方ほ

う

針し
ん

１　
（
１
）
速す

み

や
か
に
極

き
ょ
く

東と
う

に
お
け
る
米べ

い

英え
い

蘭ら
ん

の
根こ

ん

拠き
ょ

を
転て

ん

覆ぷ
く

し
て
自じ

存そ
ん

自じ

衛え
い

を
確か

く

立り
つ

す
る
と
と
も
に
、（
２
）
更さ

ら

に

積せ
っ

極き
ょ
く

措そ

置ち

に
よ
り
蒋

し
ょ
う

政せ
い

権け
ん

の
屈く

っ

服ぷ
く

を
促そ

く

進し
ん

し
、（
３
）
独ど

く

伊い

と
提て

い

携け
い

し
て
ま
ず
英え

い

の
屈く

っ

服ぷ
く

を
図は

か

り
、（
４
）
米べ

い

の
継け

い

戦せ
ん

意い

志し

を
喪そ

う

失し
つ

せ
し
む
る
に
勉つ

と

む
。[

１
， ｐ
４
７]

　
（
１
）
の
「
極

き
ょ
く

東と
う

に
お
け
る
米べ

い

英え
い

蘭ら
ん

の
根こ

ん

拠き
ょ

を
転て

ん

覆ぷ
く

し
て
自じ

存そ
ん

自じ

衛え
い

を
確か

く

立り
つ

」
と
は
、
当と

う

時じ

の
わ
が
国く

に

は
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ(

米べ
い

英え
い

中ち
ゅ
う

蘭ら
ん

）
包ほ

う

囲い

網も
う

で
資し

源げ
ん

輸ゆ

入に
ゅ
うを
絶た

た
れ
、
国こ

っ

家か

の
生せ

い

存ぞ
ん

を
脅お

び
や
か
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
日に

本ほ
ん

は
、
開か

い

戦せ
ん

劈へ
き

頭と
う

、
電で

ん

撃げ
き

的て
き

な
攻こ

う

勢せ
い

に
よ
り
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
南な

ん

方ぽ
う

資し

源げ
ん

地ち

帯た
い

を
確か

く

保ほ

し
た
。

　

特と
く

に
石せ

き

油ゆ

に
関か

ん

し
て
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

１
７
年ね

ん

２
月が

つ

、
陸り

く

軍ぐ
ん

空く
う

挺て
い

部ぶ

隊た
い

の
活か

つ

躍や
く

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
レ
ン
バ
ン
石せ

き

油ゆ

基き

地ち

を

無む

傷き
ず

で
確か

く

保ほ

で
き
た
。
当と

う

時じ

の
日に

本ほ
ん

の
年ね

ん

間か
ん

石せ
き

油ゆ

必ひ
つ

要よ
う

量
り
ょ
う

お
よ
そ
４
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

ト
ン
に
対た

い

し
て
、
年ね

ん

産さ
ん

約や
く

３
百

び
ゃ
く

万ま
ん

ト
ン
の
石せ

き

油ゆ

が
確か

く

保ほ

で
き
、
さ
ら
に
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

の
努ど

力り
ょ
くに
よ
り
、
こ
れ
を

６
百

ぴ
ゃ
く

万ま
ん

ト
ン
に
ま
で
拡か

く

大だ
い

で
き
た
。
こ
う
し
て
、（
１
）「
極

き
ょ
く

東と
う

に
お
け
る
米べ

い

英え
い

蘭ら
ん

の
根こ

ん

拠き
ょ

を
転て

ん

覆ぷ
く

し
て
自じ

存そ
ん

自じ

衛え
い

を
確か

く

立り
つ

」

す
る
戦せ

ん

略り
ゃ
くは
、
見み

事ご
と

に
達た

っ

成せ
い

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
２
）
の
「
蒋

し
ょ
う

政せ
い

権け
ん

の
屈く

っ

服ぷ
く

」
と
（
３
）
の
「
英え

い

の
屈く

っ

服ぷ
く

」

の
鍵か

ぎ

が
イ
ン
ド
洋よ

う

に
あ
っ
た
。
ま
ず
、
米べ

い

英え
い

か
ら
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん

へ
の
軍ぐ

ん

事じ

援え
ん

助じ
ょ

物ぶ
っ

資し

は
、
大た

い

西せ
い

洋よ
う

か
ら
ア
フ
リ
カ
喜き

望ぼ
う

峰ほ
う

を

回ま
わ

っ
て
イ
ン
ド
洋よ

う

を
北ほ

く

上じ
ょ
うし
、
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
港こ

う

な
ど

か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

の
奥お

く

地ち

に
逃に

げ
込こ

ん
だ
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん

に
送お

く

ら

れ
て
い
た
。

　
イ
ン
ド
洋よ

う

の
制せ

い

海か
い

権け
ん

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
開か

い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠き

ょ

点て
ん

と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
不ふ

沈ち
ん

艦か
ん

プ
リ
ン
ス
・

オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
レ
パ
ル
ス
は
日に

本ほ
ん

の
航こ

う

空く
う

戦せ
ん

隊た
い

の
爆ば

く

撃げ
き

と
魚ぎ

ょ

雷ら
い

攻こ
う

撃げ
き

に
よ
り
沈し

ず

め
ら
れ
て
い
た[

ｂ]

。

　
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
チ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うは
こ
の
報ほ

う

告こ
く

に
シ
ョッ
ク
を
受う

け
て
、「
英え

い

米べ
い

の
主し

ゅ

力り
ょ
く

艦か
ん

は
、
も
は
や
イ
ン
ド
洋よ

う

に
も
太た

い

平へ
い

洋よ
う

に
も
い
な
い
。・
・
・
こ
の
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
海か

い

域い
き

の
い
た
る
と

こ
ろ
で
、
日に

本ほ
ん

は
主し

ゅ

導ど
う

権け
ん

を
握に

ぎ
っ
た
の
だ
」
と
書か

い
て
い
る
。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
の
言い

う
よ
う
に
、
イ
ン
ド
洋よ

う

で
日に

本ほ
ん

は
「
主し

ゅ

導ど
う

権け
ん

」
を
握に

ぎ

る
事こ

と

が
で
き
た
。
１
１
２
隻せ

き

の
駆く

逐ち
く

艦か
ん

や
６
５
隻せ

き

の
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

の
相そ

う

当と
う

部ぶ

分ぶ
ん

を
イ
ン
ド
洋よ

う

に
投と

う

入に
ゅ
うす
れ
ば
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん
へ
の
軍ぐ

ん

事じ

物ぶ
っ

資し

を
積つ

ん
だ
輸ゆ

送そ
う

船せ
ん

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
沈し

ず

め
て
、

そ
の
「
屈く

っ

服ぷ
く

」
を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
こ
と
は
容よ

う

易い

だ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
日に

本ほ
ん

と
の
講こ

う

和わ

に
応お

う

じ
た
は
ず

だ
。
も
と
も
と
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

に
領

り
ょ
う

土ど

的て
き

野や

心し
ん

が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

が
英え

い

米べ
い

の
支し

援え
ん

を
あ
て
に
し
て
、
和わ

平へ
い

交こ
う

渉し
ょ
うに
応お

う

じ
な
い
か
ら
こ
そ
、
孫そ

ん

文ぶ
ん

の
門も

ん

下か

で
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
先せ

ん

輩ぱ
い

格か
く

に
あ
た
る
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

に
政せ

い

権け
ん

を
樹じ

ゅ

立り
つ

さ
せ
て
い
た[

ｃ]

。

英え
い

米べ
い

か
ら
の
支し

援え
ん

が
途と

絶だ

え
れ
ば
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

も
膝ひ

ざ

を
屈く

っ

し
て

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

と
の
連れ

ん

立り
つ

政せ
い

権け
ん

に
参さ

ん

加か

し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

戦せ
ん

線せ
ん

も
終

し
ゅ
う

結け
つ

し
て

い
た
ろ
う
。

　
（
３
）
の
「
英え

い

の
屈く

っ

服ぷ
く

」
も
イ
ン
ド
洋よ

う

が
鍵か

ぎ

だ
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
英え

い

国こ
く

は
イ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
の
食

し
ょ
く

料り
ょ
うや
資し

源げ
ん

の
輸ゆ

入に
ゅ
うに
頼た

よ

っ
て
お
り
、
イ
ン
ド

洋よ
う

を
抑お

さ

え
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
経け

い

済ざ
い

の
息い

き

の
根ね

を
止と

め
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ロ
ン
メ
ル
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

率ひ
き

い
る
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
軍ぐ

ん

は

ア
フ
リ
カ
北ほ

く

岸が
ん

を
ス
エ
ズ
運う

ん

河が

に
向む

か
っ
て
進し

ん

撃げ
き

し
て
い
た
。

ス
エ
ズ
運う

ん

河が

を
抑お

さ

え
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
へ
の
中

ち
ゅ
う

東と
う

の
石せ

き

油ゆ

供き
ょ
う

給き
ゅ
うを

ス
ト
ッ
プ
で
き
る
。
さ
ら
に
東と

う

進し
ん

す
れ
ば
、
中

ち
ゅ
う

東と
う

の
油ゆ

田で
ん

そ
の

も
の
が
手て

に
入は

い

る
。

　
ス
エ
ズ
運う

ん

河が

を
守ま

も

っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
軍ぐ

ん

を
支し

援え
ん

し
て
い
た

の
は
ア
メ
リ
カ
で
、
そ
の
援え

ん

助じ
ょ

物ぶ
っ

資し

は
ア
フ
リ
カ
東と

う

岸が
ん

を
伝つ

た

っ

て
イ
ン
ド
洋よ

う

を
北ほ

く

上じ
ょ
うし
て
い
た
。
こ
れ
も
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
イ
ン
ド
洋よ

う

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日

に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
勝か

て
る
戦せ

ん

争そ
う

を
な
ぜ
負ま

け
た
の
か
」
と
い
う
反は

ん

省せ
い

を
し
て
い
な
い
の
で
、

我わ
れ

々わ
れ

は
当と

う

時じ

の
弱じ

ゃ
く

点て
ん

を
今い

ま

も
ひ
き
ず
っ
て
い
る
。

（３） ２０１９年第５２０１号 	 ３月	１６日	（土曜日）

を
抑お

さ

え
て
い
れ
ば
、
止と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
実じ

っ

際さ
い

に
昭

し
ょ
う

和わ

１
７
（
１
９
４
２
）
年ね

ん

３
月が

つ

２
７
日に

ち

の
日に

ち

独ど
く

伊い

混こ
ん

合ご
う

専せ
ん

門も
ん

委い

員い
ん

会か
い

で
ド
イ
ツ
は
日に

本ほ
ん

に
次つ

ぎ

の
懇こ

ん

請せ
い

を
し
て
い
る
。

　
日に

本ほ
ん

海か
い

軍ぐ
ん

が
こ
の
際さ

い

、
独ど

く

伊い

の
エ
ジ
プ
ト
侵し

ん

攻こ
う

に
策さ

く

応お
う

し
、

ア
フ
リ
カ
東と

う

岸が
ん

を
北ほ

く

上じ
ょ
うす
る
敵て

き

側が
わ

の
補ほ

給き
ゅ
う

動ど
う

脈み
ゃ
くを
撃げ

き

滅め
つ

す
る

作さ
く

戦せ
ん

を
実じ

っ

施し

す
る
よ
う
、
特と

く

別べ
つ

の
配は

い

慮り
ょ

を
望の

ぞ

む
。[

１
， ｐ

１
２
１]

　

実じ
っ

際さ
い

に
は
、
日に

本ほ
ん

海か
い

軍ぐ
ん

は
こ
の
懇こ

ん

請せ
い

を
無む

視し

し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
は
「
ア
フ
リ
カ
東と

う

岸が
ん

を

北ほ
く

上じ
ょ
う

す
る
補ほ

給き
ゅ
う

動ど
う

脈み
ゃ
く

」
を
通つ

う

じ
て
最さ

い

新し
ん

鋭え
い

の

Ｍ
４
戦せ

ん

車し
ゃ

３
０
０
両り

ょ
うと
自じ

走そ
う

砲ほ
う

１
０
０
門も

ん

を
送お

く

る
事こ

と

が
で
き
、

こ
れ
が
決き

め
手て

と
な
っ
て
ロ
ン
メ
ル
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
退た

い

却き
ゃ
くを
余よ

儀ぎ

な
く

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
か
ら
み
れ
は
、
日に

本ほ
ん

は
な
ん
と
頼た

よ

り
に
な
ら
な
い
同ど

う

盟め
い

国こ
く

か
と
地じ

団た
ん

駄だ

を
踏ふ

ん
だ
事こ

と

だ
ろ
う
。

　
イ
ン
ド
洋よ

う

の
制せ

い

海か
い

権け
ん

の
戦せ

ん

略り
ゃ
く

的て
き

重じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

は
、
ド
イ
ツ
の
み

な
ら
ず
、
米べ

い

英え
い

も
気き

づ
い
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
シ
ャ
ル

参さ
ん

謀ぼ
う

長ち
ょ
うも
こ
う
悲ひ

鳴め
い

を
上あ

げ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
の
ロ
ン
メ
ル
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

や
ク
ラ
イ
ス
ト
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：

ド
イ
ツ
の
名め

い

将し
ょ
う）
が
中

ち
ゅ
う

東と
う

か
ら
や
っ
て
く
る
。
中

ち
ゅ
う

東と
う

の
全ぜ

ん

域い
き

が

ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
に
制せ

い

圧あ
つ

さ
れ
る
。
東ひ

が
しか
ら
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
や
っ

て
き
て
イ
ン
ド
洋よ

う

が
制せ

い

圧あ
つ

さ
れ
そ
う
だ
。
ア
メ
リ
カ
と
し
て

は
打う

つ
手て

が
な
い
で
は
な
い
か
。[

１
， ｐ
１
２
３]

　

チ
ャ
ー
チ
ル
も
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うあ
て
の
書し

ょ

簡か
ん

で
、
こ

う
書か

い
て
い
る
。

　

今い
ま

、
日に

本ほ
ん

が
セ
イ
ロ
ン
島と

う

と
東と

う

部ぶ

イ
ン
ド
か
ら
さ
ら
に
西せ

い

部ぶ

イ
ン
ド
へ
前ぜ

ん

進し
ん

し
て
く
れ
ば
対た

い

抗こ
う

で
き
な
い
。
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

支し

援え
ん

ル
ー
ト
、
ペ
ル
シ
ャ
湾わ

ん

経け
い

由ゆ

の
石せ

き

油ゆ

ル
ー
ト
や
ソ
連れ

ん

支し

援え
ん

ル
ー

ト
が
遮し

ゃ

断だ
ん

さ
れ
る
。[

１
， ｐ
１
２
３]

　
「
ソ
連れ

ん

支し

援え
ん

ル
ー
ト
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍ぐ

ん

事じ

物ぶ
っ

資し

が
こ

れ
ま
た
イ
ン
ド
洋よ

う

を
通と

お

り
、
イ
ン
ド
や
イ
ラ
ン
を
経け

い

由ゆ

し
て

ソ
連れ

ん

に
送お

く

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
量り

ょ
う
た
る
や
、
航こ

う

空く
う

機き

１
万ま

ん

４
７
０
０
機き

と
、
日に

本ほ
ん

の
零ぜ

ろ

戦せ
ん

の
全ぜ

ん

生せ
い

産さ
ん

量り
ょ
うに
匹ひ

っ

敵て
き

し

た
。
そ
れ
以い

外が
い

に
戦せ

ん

車し
ゃ

７
千せ

ん

両り
ょ
う、
ト
ラ
ッ
ク
３
７
万ま

ん

台だ
い

、
食

し
ょ
く

料り
ょ
う４
４
８
万ま

ん

ト
ン
な
ど
の
お
よ
そ
半は

ん

分ぶ
ん

が
イ
ン
ド
洋よ

う

経け
い

由ゆ

だ
っ

た
。
こ
れ
ら
を
止と

め
れ
ば
、
ソ
連れ

ん

は
ド
イ
ツ
の
攻こ

う

勢せ
い

に
屈く

っ

服ぷ
く

し

て
い
た
だ
ろ
う
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
軍ぐ

ん

は
全ぜ

ん

勢せ
い

力り
ょ
くを
対た

い

英え
い

戦せ
ん

線せ
ん

に
投と

う

入
に
ゅ
う

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
英え

い

国こ
く

の
運う

ん

命め
い

は
風ふ

う

前ぜ
ん

の
灯

と
も
し
びだ
っ
た
。
実じ

つ

に
ド
イ
ツ
の
勝

し
ょ
う

利り

の
足あ

し

を
引ひ

っ
張ぱ

っ
た
の
は
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
イ
ン
ド

洋よ
う

を
無む

視し

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
が
恐お

そ

れ
た
「
日に

本ほ
ん

が
セ
イ
ロ
ン
島と

う

と
東と

う

部ぶ

イ
ン

ド
か
ら
さ
ら
に
西せ

い

部ぶ

イ
ン
ド
へ
前ぜ

ん

進し
ん

し
て
く
れ
ば
」
と
い
う
作さ

く

戦せ
ん

は
、ご
く
一い

ち

部ぶ

だ
が
実じ

っ

施し

さ
れ
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

１
７（
１
９
４
２
）

年ね
ん

４
月が

つ

、
南な

雲ぐ
も

機き

動ど
う

部ぶ

隊た
い

が
セ
イ
ロ
ン
の
コ
ロ
ン
ボ
を
空く

う

襲し
ゅ
うし

て
基き

地ち

施し

設せ
つ

に
損そ

ん

害が
い

を
与あ

た

え
、
付ふ

近き
ん

の
洋よ

う

上じ
ょ
うで
重

じ
ゅ
う

巡じ
ゅ
ん２
隻せ

き

を

撃げ
き

沈ち
ん

、
さ
ら
に
西せ

い

岸が
ん

の
ツ
リ
ン
コ
マ
リ
基き

地ち

を
空く

う

襲し
ゅ
うし
て
大だ

い

打だ

撃げ
き

を
与あ

た

え
、
小こ

型が
た

空く
う

母ぼ

ハ
ー
ミ
ス
を
撃げ

き

沈ち
ん

し
た
。

　
こ
の
頃こ

ろ

に
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
英え

い

軍ぐ
ん

か
ら
離り

脱だ
つ

し
た
イ
ン
ド
兵へ

い

た
ち
を
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
組そ

織し
き

化か

し
て
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
４
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

か
ら
な
る
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

が
発ほ

っ

足そ
く

し

て
い
た[

ｄ]

。
５
月が

つ

に
は
イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

ス
バ

ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
が
東と

う

京き
ょ
うで
東と

う

條じ
ょ
う

英ひ
で

機き

首し
ゅ

相し
ょ
うと
会か

い

見け
ん

し
、
イ
ン
ド
に
向む

け
て
独ど

く

立り
つ

を
呼よ

び
か
け
る
ラ
ジ
オ
放ほ

う

送そ
う

を

行お
こ
な
っ
て
い
た
。[

ｅ]

　

ボ
ー
ス
率ひ

き

い
る
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

を
セ
イ
ロ
ン
か
ら
イ
ン
ド
に

上じ
ょ
う

陸り
く

さ
せ
て
い
れ
ば
、
全ぜ

ん

イ
ン
ド
が
立た

ち
上あ

が
っ
て
即そ

く

座ざ

に
英え

い

軍ぐ
ん

を
追お

い
出だ

し
た
ろ
う
。
実じ

っ

際さ
い

に
「
腹ふ

く

案あ
ん

」
で
は
、「
英え

い

の
屈く

っ

服ぷ
く

」の
た
め
の「
要よ

う

領り
ょ
う」の
一ひ

とつ
に「
イ
ン
ド
の
独ど

く

立り
つ

を
刺し

激げ
き

す
」

を
含ふ

く

め
て
い
る
。

　

東と
う

南な
ん

ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

を
失う

し
ない
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
資し

源げ
ん

食し
ょ
く

料り
ょ
う

輸ゆ

入に
ゅ
うが
途と

絶だ

え
、
中

ち
ゅ
う

東と
う

の
油ゆ

田で
ん

も
失

う
し
な
っ
た
ら
、
イ
ギ
リ
ス
も
屈く

っ

服ぷ
く

せ
ざ
る
を

得え

な
い
だ
ろ
う
。
日に

本ほ
ん

は
イ
ギ
リ
ス
の
命

い
の
ち

綱づ
な

を
断た

ち
切き

る
力ち

か
らを

持も

っ
て
い
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
悲ひ

鳴め
い

も
当と

う

然ぜ
ん

で
あ
っ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

も
イ
ギ
リ
ス
も
「
屈く

っ

服ぷ
く

」
し
た
ら
、自お

の

ず
か
ら
「(

４)

米べ
い

の
継け

い

戦せ
ん

意い

志し

を
喪そ

う

失し
つ

せ
し
む
る
」
が
実じ

つ

現げ
ん

し
た
ろ
う
。
も

と
も
と
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
「
海か

い

外が
い

の
い
か
な
る
戦せ

ん

争そ
う

に

巻ま

き
込こ

ま
れ
る
こ
と
も
な
い
」
事こ

と

を
選せ

ん

挙き
ょ

公こ
う

約や
く

と
し
て
当と

う

選せ
ん

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
米べ

い

国こ
く

民み
ん

は
遠と

お

く
は
な
れ
た
ア
ジ

ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
戦せ

ん

争そ
う

に
巻ま

き
込こ

ま
れ
る
こ
と
を
嫌き

ら
っ
て
い

た
。

　

そ
の
た
め
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
苦く

心し
ん

し
て
、
日に

本ほ
ん

を
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
追お

い
つ
め
、
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻こ
う

撃げ
き

と
い
う
最さ

い

初し
ょ

の
一い

っ

発ぱ
つ

を
撃う

た
せ
て
、

米べ
い

国こ
く

を
「
裏う

ら

口ぐ
ち

か
ら
ド
イ
ツ
と
の
戦せ

ん

争そ
う

に
巻ま

き
込こ

ん
だ
」（
共

き
ょ
う

和わ

党と
う

下か

院い
ん

リ
ー
ダ
ー
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
議ぎ

員い
ん

）
の

で
あ
る[

ｅ]

。

　
日に

本ほ
ん

が
こ
の
「
腹ふ

く

案あ
ん

」
を
き
ち
ん
と
実じ

っ

行こ
う

し
て
い
れ
ば
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん

と
イ
ギ
リ
ス
が
「
屈く

っ

服ぷ
く

」
し
、
そ
う
な
れ
ば
ア
メ

リ
カ
も
継け

い

戦せ
ん

意い

志し

を
失

う
し
な
っ
て
、
適て

き

当と
う

な
と
こ
ろ
で
日に

本ほ
ん

の
優ゆ

う

勢せ
い

の
う
ち
に
「
戦せ

ん

争そ
う

終し
ゅ
う

末ま
つ

」
を
迎む

か

え
る
事こ

と

が
で
き
た
可か

能の
う

性せ
い

が

高た
か

い
。

　

し
か
し
、
現げ

ん

実じ
つ

の
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

は
、
こ
の
「
腹ふ

く

案あ
ん

」
か
ら

大お
お

き
く
逸い

つ

脱だ
つ

し
て
、
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻こ
う

撃げ
き

で
米べ

い

国こ
く

民み
ん

を
激げ

っ

昂こ
う

さ
せ
、

さ
ら
に
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
や
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
な
ど
、
戦せ

ん

略り
ゃ
く

的て
き

に
ほ

と
ん
ど
価か

値ち

の
な
い
戦せ

ん

線せ
ん

で
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
消

し
ょ
う

耗も
う

し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　

な
ぜ
、
大だ

い

本ほ
ん

営え
い

で
正せ

い

式し
き

採さ
い

択た
く

さ
れ
、
し
か
も
ド
イ
ツ
が
懇こ

ん

請せ
い

し
、
英え

い

米べ
い

指し

導ど
う

者し
ゃ

が
恐お

そ

れ
た
こ
の
「
腹ふ

く

案あ
ん

」
を
実じ

っ

行こ
う

で
き

な
か
っ
た
の
か
。
茂も

て

木き

氏し

は
著ち

ょ

書し
ょ

の
後こ

う

半は
ん

で
、
こ
の
分ぶ

ん

析せ
き

を

行お
こ
な
っ
て
い
る
。
読ど

く

者し
ゃ

に
は
、ぜ
ひ
直

ち
ょ
く

接せ
つ

、氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

に
あ
た
っ
て
、

こ
の
問も

ん

題だ
い

を
考か

ん
が
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思お

も

う
。

　
一ひ

とつ
だ
け
種た

ね

明あ

か
し
を
す
る
と
、
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻こ
う

撃げ
き

で
あ
ま
り
に

１
．
開か

い

戦せ
ん

直ち
ょ
く前ぜ
んに
正せ

い

式し
き

に
採さ

い

択た
く

さ
れ
た

　
　
「
勝か

て
る
戦せ

ん

略り
ゃ
く

」
が
あ
っ
た

３
．「
対た

い

米べ
い

英え
い

蘭ら
ん

蒋し
ょ
う

戦せ
ん

争そ
う

終し
ゅ
う

末ま
つ

促そ
く

進し
ん

に
関か

ん

す
る
腹ふ

く

案あ
ん

」

８
．
な
ぜ
こ
の
「
腹ふ

く

案あ
ん

」
が

　
　

実じ
っ

行こ
う

で
き
な
か
っ
た
の
か

５
．
ド
イ
ツ
の
懇こ

ん

請せ
い

も
鮮あ

ざ

や
か
な
戦せ

ん

果か

を
上あ

げ
た
の
で
、
さ
ら
に
米べ

い

国こ
く

を
痛い

た

め
つ
け

て
米べ

い

国こ
く

民み
ん

の
志し

気き

を
喪そ

う

失し
つ

さ
せ
よ
う
、
と
い
う
方ほ

う

向こ
う

に
走は

し
っ
て

し
ま
っ
た
事こ

と

が
挙あ

げ
ら
れ
る
。
や
ら
れ
た
ら
か
え
っ
て
フ
ァ
イ

ト
を
燃も

や
す
と
い
う
米べ

い

国こ
く

民み
ん

の
気き

質し
つ

も
、
ま
た
米べ

い

国こ
く

の
工こ

う

業
ぎ
ょ
う

力り
ょ
くも
無む

視し

し
た
空く

う

想そ
う

的て
き

戦せ
ん

略り
ゃ
くだ
っ
た
。

　

経け
い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

た
ち
の
冷れ

い

静せ
い

な
分ぶ

ん

析せ
き

の
結け

っ

果か

か
ら
引ひ

き
出だ

さ
れ

た
現げ

ん

実じ
つ

的て
き

な
戦せ

ん

略り
ゃ
くを
無む

視し

し
て
、
何な

ん

の
裏う

ら

付づ

け
も
な
い
空く

う

想そ
う

的て
き

な
戦せ

ん

略り
ゃ
くに
走は

し

る
。
こ
れ
は
現げ

ん

在ざ
い

の
９
条

じ
ょ
う

教き
ょ
うと
同お

な

じ
非ひ

合ご
う

理り

な
精せ

い

神し
ん

構こ
う

造ぞ
う

で
は
な
い
か
。「
勝か

て
る
は
ず
の
な
い
愚お

ろ

か
な
戦せ

ん

争そ
う

」
と
い
う
自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

に
目め

く
ら
ま
し
さ
れ
て
、
真ま

こ
との
反は

ん

省せ
い

を
し
て
い
な
い
の
で
、
我わ

れ

々わ
れ

は
こ
の
非ひ

合ご
う

理り

的て
き

精せ
い

神し
ん

構こ
う

造ぞ
う

か
ら

抜ぬ

け
出だ

せ
な
い
の
で
あ
る
。　
　
　
　

  （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． JO

G
(9

5
1

) 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
播ま

い
た
「
竜

り
ゅ
う

の
歯は

」 

～ 

日に
ち

米べ
い

戦せ
ん

争そ
う

、
冷れ

い

戦せ
ん

、
そ
し
て
共

き
ょ
う

産さ
ん

中ち
ゅ
う

国ご
く

ｂ
． JO

G
(2

7
0

 

も
う
一ひ

とつ
の
開か

い

戦せ
ん 

～ 

マ
レ
ー
沖お

き

海か
い

戦せ
ん

で
の

英え
い

国こ
く

艦か
ん

隊た
い

撃げ
き

滅め
つ

ｃ
． JO

G
(1

4
0

) 

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

～
革か

く

命め
い

未い
ま

だ
成せ

い

功こ
う

せ
ず

ｄ
． JO

G
(5

0
8

)  

イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

に
賭か

け
た
男お

と
こた
ち
（
上じ

ょ
う
）

～　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

ｅ
． JO

G
(5

0
9

) 

イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

に
賭か

け
た
男お

と
こ
た
ち
（
下げ

）

２
．「
開か

い

戦せ
ん

前ま
え

は
日に

本ほ
ん

の
戦せ

ん

力り
ょ
く

が

　
　
　

優ゆ
う

勢せ
い

だ
っ
た
」

４
．「
英え

い

米べ
い

の
主し

ゅ

力り
ょ
く

艦か
ん

は
、
も
は
や

イ
ン
ド
洋よ

う

に
も
太た

い

平へ
い

洋よ
う

に
も
い
な
い
」

６
．
米べ

い

英え
い

の
悲ひ

鳴め
い

７
．「
イ
ン
ド
の
独ど

く

立り
つ

を
刺し

激げ
き

す
」

　　　　　　　　　　　　　  　　　　 
　　　　　　　　　　　     　　　　　　

　戦
せん

　艦
かん

　　　 　１０　　  　１１○　   　　１７○
　空

くう

　母
ぼ

　　　 　１０　　       　３×　　　　   ７×
　巡
じゅん

洋
よう

艦
かん

　　　 　３８　　　   ３２×　　　   ３７×
　駆

く

逐
ちく

艦
かん

　　　 １１２　　　   ８４×　　   １７２○
　潜

せん

水
すい

艦
かん

　　　 　６５　　        ３０×　　   １１１○
　航

こう

空
くう

機
き

　　 ４８００　　　　  ？　　      ５５００○

大西洋側を
含 む 合 計

日  本 米  国
（太平洋側）

米  国
（　    　　　）

～　

デ
リ
ー
へ

ｆ
． JO

G
(0

9
6

) 

ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
の
愚ぐ

行こ
う

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
． 

茂も
て

木き

弘ひ
ろ

道み
ち

『
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う 

日に

本ほ
ん

は
「
勝

し
ょ
う

利り

の
方ほ

う

程て
い

式し
き

」
を
持も

っ
て
い
た
！ 

─
実じ

っ

際さ
い

的て
き

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
証

し
ょ
う

明め
い

す
る
日に

本ほ
ん

の
必ひ

っ

勝し
ょ
う

戦せ
ん

略り
ゃ
く』

★
★
★
、
ハ
ー
ト
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｈ

３
０
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（５） ２０１９年第５２０１号 	 ３月	１６日	（土曜日）

Japão protesta contra 
exercícios militares da 
Rússia em ilhas disputadas

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Rússia (14/03/2019)

O Japão apresentou um 
protesto por meio de ca-
nais diplomáticos contra 
exercícios militares da 
Rússia nas ilhas de Etoro-
fu e Kunashiri. Elas fazem 
parte de quatro ilhas em 
posse da Rússia chamadas 
de Territórios do Norte no 
Japão. A Rússia controla 
as ilhas. O Japão as reivin-

dica.
O governo japonês sus-
tenta que as ilhas são par-
te inerente do território do 
país. Diz que elas foram 
ocupadas ilegalmente de-
pois da Segunda Guerra 
Mundial.
Na terça-feira, as Forças 
Armadas da Rússia inicia-
ram manobras envolven-

do cerca de 500 soldados, 
além de tanques de guerra 
e outros equipamentos mi-
litares.
Por meio da Embaixada do 
Japão em Moscou, o go-
verno japonês transmitiu 
à chancelaria russa que os 
exercícios vão resultar em 
um desenvolvimento mi-
litar nas ilhas. Disse que 

as manobras são incom-
patíveis com a posição de 
Tóquio a respeito das ilhas 
e que, portanto, são inacei-
táveis.
A Rússia as enxerga como 
um ponto estratégico im-
portante e tem realizado 
repetidamente exercícios 
militares nas ilhas ou em 
torno delas.

Governo americano pede que sanções 
contra Coreia do Norte sejam mantidas

Coreia do Norte  (15/03/2019)

O Representante Espe-
cial dos Estados Unidos 
para a Coreia do Norte 
exortou que sejam man-
tidas as sanções impostas 
a Pyongyang pelo Conse-
lho de Segurança das Na-
ções Unidas.
Stephen Biegun fez esse 
pedido em uma reunião 
realizada em Nova York, 

na quinta-feira, que con-
tou com a participação 
de membros do Conselho 
de Segurança das nações 
Unidas, incluindo embai-
xadores do Japão e da Co-
reia do Sul.

Biegun fez uma expla-
nação dos resultados do 
segundo encontro de cú-

Nissan vai encerrar 
produção da linha 
Infiniti no Reino Unido

Nissan (13/03/2019)

A Nissan Motor infor-
mou que irá encerrar a 
produção de seus carros 
de luxo Infiniti no Rei-
no Unido em meados de 
2019.
A medida é parte da deci-
são da Nissan de se reti-
rar do mercado de veícu-
los de luxo da Europa no 
início de 2020. O Infiniti 
tem tido dificuldades nas 
vendas em meio à for-
te competição de marcas 
europeias como BMW e 
Mercedes.
A medida deve se somar 
às preocupações com a 
economia do Reino Uni-
do. Diversas empresas 
estão reconsiderando a 
produção no país com a 
aproximação do Brexit.
A Nissan lançou a linha 

Infiniti em 1989 de olho 
em uma fatia do merca-
do de veículos de luxo. A 
empresa comercializa o 
modelo em mercados de 
todo o mundo, menos no 
Japão.
A decisão de retirar a linha 
da Europa significa que os 
veículos não serão mais 
produzidos na fábrica da 
Nissan em Sunderland, 
no norte da Inglaterra. A 
montadora japonesa já 
cancelou no mês passado 
planos para produção de 
outro veículo na instala-
ção.
Executivos da Nissan di-
zem que vão focar seus 
recursos em mercados 
com maior potencial de 
crescimento, como EUA 
e China.

pula dos Estados Unidos 
e da Coreia do Norte que 
aconteceu no Vietnã em 
fevereiro. Ele pediu que 
os países membros con-
tinuem a impor sanções 
e garantir que elas sejam 
totalmente implementa-
das até que se concreti-
ze a desnuclearização da 
Coreia do Norte.

Após a reunião, Koro 
Bessho, embaixador do 
Japão nas Nações Uni-
das, disse que Biegun 
expressou o forte dese-
jo de os Estados Unidos 
continuarem com as san-
ções. Acrescentou que 
os membros do conselho 
fizeram muitas perguntas 
sobre o assunto a Biegun.

Principais empresas do 
Japão oferecem aumentos 
salariais menores nas 
negociações deste ano

Economia (14/03/2019)

O Com as negociações sa-
lariais anuais da primavera 
chegando a seu ápice no Ja-
pão, funcionários das prin-
cipais montadoras e fabri-
cantes de eletrônicos podem 
esperar um aumento em sua 
remuneração. Entretanto, 
os aumentos serão em geral 
menores que os definidos no 
ano passado.
A administração de diversas 
grandes empresas deu sua 
resposta às solicitações dos 
sindicatos na quarta-feira.
A direção da Toyota e seus 
sindicalistas concordaram 
com um aumento mensal de 
cerca de 96 dólares. Isso re-
presenta 9 dólares a menos 
que na alta do ano passado.
A Hitachi e a Panasonic es-
tão propondo um aumento 

de 9 dólares, 2/3 dos níveis 
do ano passado.
Os trabalhadores do setor 
de logística e do varejo es-
tão se saindo melhor, ob-
tendo aumentos na mesma 
faixa do ano anterior.
Uma aliança de sindica-
tos do setor de serviços, 
a UA Zensen, informou 
que os trabalhadores de 
meio-período vão receber 
aumentos mais altos que 
os funcionários em tempo 
integral.
O presidente da aliança, 
Akihiko Matsuura, diz que 
a falta de mão de obra no 
Japão é o principal fator 
por trás dos aumentos rela-
tivamente altos para traba-
lhadores de meio-período.

Toyota vai investir 750 milhões de dólares em suas 
fábricas nos EUA

Toyota (15/03/2019)

A fabricante japonesa de 
automóveis Toyota Motor 
anunciou que vai investir 
mais 750 milhões de dóla-
res para aumentar sua ca-
pacidade de produção nos 
Estados Unidos.
Segundo a montadora, 
sua fábrica no estado de 
Kentucky vai aumentar a 
capacidade para produzir, 

pela primeira vez, versões 
híbridas de seus modelos 
de luxo Lexus ES e do ve-
ículo utilitário RAV4.
A Toyota planeja também 
aumentar a produção de 
outras fábricas que pro-
duzem motores e outras 
peças.
Segundo a Toyota, este 
mais recente investimen-

to significa um gasto de 
quase 13 bilhões de dóla-
res nas suas operações nos 
Estados Unidos até 2021.
Em 2017, a companhia 
havia anunciado investi-
mentos no montante de 10 
bilhões de dólares.
Neste mês, o presidente 
dos Estados Unidos, Do-
nald Trump, havia exigido 

que as empresas japonesas 
aumentassem sua produ-
ção naquele país, afirman-
do que os Estados Unidos 
tinham um déficit muito 
grande com o Japão.

Sul-coreanos pedindo indenização 
de empresa japonesa devem buscar 
apoio internacional

Coreia do Sul   (14/03/2019)

A NHK obteve infor-
mações de que autores 
sul-coreanos de ações 
buscando indenização por 
trabalho durante os tem-
pos de guerra planejam 
consultar o Escritório do 
Alto Comissariado das 
Nações Unidas para os 
Direitos Humanos a res-
peito da questão.

Em novembro do ano pas-
sado, a Suprema Corte da 
Coreia do Sul ordenou 
que a fabricante japonesa 
Mitsubishi Heavy Indus-
tries compensasse sul-
coreanos que alegam ter 
sido forçados a trabalhar 
em fábricas no Japão du-
rante a Segunda Guerra 
Mundial.

Os autores planejam en-
viar uma carta ao escritó-
rio do alto comissariado 
buscando cooperação no 
pedido para que a Mit-
subishi Heavy Industries 
aceite participar de nego-
ciações.
O Japão exortou repeti-
damente o governo da 
Coreia do Sul a discutir a 

questão com base em um 
acordo firmado em 1965, 
quando os países normali-
zaram seus laços diplomá-
ticos. O governo japonês 
defende que o documen-
to resolveu a questão das 
alegações exigindo com-
pensação.
O governo sul-coreano 
ainda não esclareceu se irá 
aceitar o posicionamento 
japonês. Neste ínterim, 
os autores da ação estão 
aumentando os esforços 
para ganhar apoio interna-
cional em sua causa.

Aliança entre Nissan, Mitsubishi e Renault 
anuncia formação de novo órgão supervisor

Nissan (13/03/2019)

A Nissan Motor, a Mitsu-
bishi Motors e a Renault, 
estão dando um importante 
passo rumo à reconstrução 
de sua abalada aliança. As 
três montadoras anuncia-
ram a criação de um novo 
órgão supervisor.
Os CEOs da Nissan, Hiroto 
Saikawa, e da Mitsubishi, 
Osamu Masuko, juntamen-
te ao presidente do con-
selho de administração da 
Renault, Jean-Dominique 
Senard, e o CEO da mon-
tadora francesa, Thierry 
Bolloré, participaram de 

uma coletiva de empresa na 
sede da Nissan em Yokoha-
ma, nas proximidades de 
Tóquio, na terça-feira. Os 
quatro vão trabalhar juntos 
para supervisionar as ope-
rações e a governança da 
aliança, com Senard como 
seu presidente.
Senard disse que esse é um 
novo começo. Ele afirmou 
que “nós queremos fortale-
cer o espírito dessa aliança 
e recriar o espírito na forma 
como era em seu princípio 
no fim dos anos 90. Agora, 
essa é uma aliança alicerça-

da em um total equilíbrio e 
num processo de tomada de 
decisões rápido, com res-
peito integral às culturas de 
nossas empresas e a nossas 
marcas.”
O novo órgão será chamado 
de Conselho Operacional 
da Aliança. Ele vai subs-
tituir duas joint ventures 
formadas na Holanda, uma 
para a Renault e Nissan, e 
outra para a Nissan e Mit-
subishi.
Ambas foram comandadas 
pelo ex-presidente do con-
selho das três montadoras, 

Carlos Ghosn. Ele foi preso 
no Japão em novembro do 
ano passado por suspeita de 
fraudes contábeis. Ghosn 
nega as acusações.
Senard disse que não tem 
intenção de ocupar o cargo 
de presidente do conselho 
da Nissan.
Hiroto Saikawa disse que 
Senard não deseja um retor-
no à antiga situação onde o 
presidente do conselho de 
administração da Renault 
acumula também a presi-
dência do conselho da Nis-
san. Saikawa descreveu a 
mudança como um grande 
passo rumo à estabilidade e 
crescimento da aliança.





　

日に

本ほ
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つ

り
シ
ン
ポ
で
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Ｎ

Ｓ
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つ
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「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
追お

い
風か

ぜ

が
吹ふ

い
て
い
る
。
全ぜ

ん

伯は
く

で
祭ま

つ

り
に
勢い

き
おい
が
あ
り
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を

前ま
え
へ
と
引ひ

っ
張ぱ
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て
い
る
。
文ぶ

ん

化か

の
力ち

か
らで
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

全ぜ
ん

体た
い

を
良よ

い
方ほ

う

向こ
う

に
変か

え
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
―
―
８
時じ

間か
ん

超ち
ょ
うの
講こ

う

演え
ん

で
熱ね

っ

気き

に
包つ

つ

ま
れ
た
会か

い

場じ
ょ
うで
、
川か

わ

合い

昭あ
き
ら

県け
ん

連れ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
そ
う
締し

め
く
く
る
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。
今こ

ん

月げ
つ

８
日か

、
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

と
県け

ん

連れ
ん

の
共

き
ょ
う

催さ
い

で
『
第だ

い

一い
っ

回か
い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
主し

ゅ

催さ
い

者し
ゃ

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
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が
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・
ハ
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で
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本ほ
ん
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ゅ
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０
０
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う
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じ
ょ
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う
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イ
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ト
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う
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う
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く
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衆し
ゅ
う

に

影え
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ょ
う
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ょ
く

を
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つ
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ュ

ー
バ
ー
な
ど
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
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影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
く

の
あ
る

発は
っ

信し
ん

者し
ゃ
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う

じ
た
情

じ
ょ
う
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う

発は
っ

信し
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方ほ
う
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を
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う
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い
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た
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こ
れ
は
全ぜ

ん

伯は
く

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

主し
ゅ

催さ
い

者し
ゃ

が
一い

ち

同ど
う

に
集つ

ど

い
、
経け

い

験け
ん

共き
ょ
う

有ゆ
う

や
情

じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

を
通つ

う

じ
て
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
更さ

ら

な
る
活か

っ

性せ
い

化か

を
図は

か

る
た
め
の
初は

つ

の

試こ
こ
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。
計け

い

画か
く

、
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金き
ん

調ち
ょ
う

達た
つ

、
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ク
管か

ん

理り

、
文ぶ

ん

化か

コ
ン
テ
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ツ
、
人じ

ん

材ざ
い
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く

成せ
い

、
地ち

方ほ
う

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
紹

し
ょ
う

介か
い

な
ど
多た

岐き

に
渡わ

た

る
内な

い

容よ
う

を
１
５
人に

ん

が
講こ

う

演え
ん

し

た
。開か
い

会か
い

式し
き

で
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
、
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

駐
ち
ゅ
う

伯は
く

大た
い

使し

の
挨あ

い

拶さ
つ

文ぶ
ん

を
代だ

い

読ど
く
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「
全ぜ

ん

伯は
く

で
は
一い

ち

万ま
ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うを

動ど
う

員い
ん

す
る
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
が
年ね

ん

間か
ん

４
０
件け

ん
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上じ
ょ
う
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よ
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。
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つ
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、
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し
た
。
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ょ
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ょ
うの
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦せ
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、
協

き
ょ
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き
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う
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メ
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、
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、
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Ｓ
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ょ
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ー

ジ
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ょ
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に
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よ
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協
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ょ
う
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う

換か
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で
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け
れ
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と
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き
ょ
う

調ち
ょ
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そ
の
説せ

っ

得と
く

材ざ
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料り
ょ
うと
し
て
、

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
人に

ん

数ず
う

、
意い

見け
ん

の

把は

握あ
く

な
ど
が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

と

な
る
こ
と
を
指し

摘て
き

。「
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
感か

ん

想そ
う
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聞き

い
て
い
る
と

こ
ろ
は
」
と
問と

う
と
手て

が
挙あ

が
っ
た
の
は
４
人に

ん

。「
こ
れ

で
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少す

く

な
す
ぎ
る
」
と
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じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
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を
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き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
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催さ

い
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が

終お

わ
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て
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な
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。
来ら
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に
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け
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書し
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く
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つ
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あ
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と
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し
、
協

き
ょ
う

賛さ
ん
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た
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の
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く
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１
０
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を
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き
ょ
う
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た
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続つ
づ
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て
、
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チ
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Ｓ
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ト
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い
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博ひ
ろ
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会か
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長ち
ょ
う）
龍じ

ゃ

踊お
ど

り
部ぶ

は
「
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。

　

こ
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リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
商

し
ょ
う

工こ
う

会か
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所し
ょ

（
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｌ
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の

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
得え

て
、
龍じ

ゃ

踊お
ど

り
部ぶ

の

青せ
い

年ね
ん

が
企き

画か
く

、
実じ

っ

行こ
う

し
た
初は

つ

の
試こ

こ
ろ

み
。
同ど

う

部ぶ

員い
ん

２
２
人に

ん

に
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わ

え
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べ
６
０
人に
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、
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に
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せ

を
流な

が

し
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龍じ
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ど

り
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開か
い

会か
い

挨あ
い
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つ

で
、
川か

わ

添ぞ
え

会か
い

長
ち
ょ
う

は
龍じ

ゃ

踊お
ど

り
の
意い

味み

と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

の
関か

ん

係け
い

を
説せ

つ

明め
い

。
牧ま

き

山や
ま

エ
ド
ソ
ン
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

長ち
ょ
うは
、
当と

う

地ち

に
お
け
る
龍じ

ゃ

踊お
ど

り
の
歴れ

き

史し

を
写し

ゃ

真し
ん

と
漫ま

ん

画が

風ふ
う

ス
ラ
イ
ド

で
分わ

か
り
易や

す

く
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し
ょ
う

介か
い

し
た
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続つ
づ

け
て
、
龍じ

ゃ

が
祀ま

つ

ら
れ
て

い
る
神じ

ん

社じ
ゃ

で
の
礼れ

い

と
拍は

く

手し
ゅ

の

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見み

て
気き

が
つ
い

た
の
は
、
催さ

い

事じ

中ち
ゅ
うの
情

じ
ょ
う

報ほ
う

発は
っ

信し
ん

が
盛さ

か

ん
だ
が
、
終お

わ
っ
た

ら
そ
れ
っ
き
り
。
こ
れ
で
は

ダ
メ
。
催さ

い

事じ

の
前ま

え

、
途と

中ち
ゅ
う、

後あ
と

も
更こ

う

新し
ん

し
続つ

づ

け
る
必ひ

つ

要よ
う

が

あ
る
。
質し

つ

問も
ん

に
対た

い

し
て
返へ

ん

答と
う

し
、
閲え

つ

覧ら
ん

者し
ゃ

と
の
絆き

ず
な
を
作つ

く

る

仕し

方か
た

、
そ
れ
に
纏ま

つ

わ
る
一い

っ

本ぽ
ん

締じ

め
、
三さ

ん

本ぼ
ん

締じ

め
、
三さ

ん

三さ
ん

七な
な

拍び
ょ
う

子し

な
ど
を
指し

導ど
う

す
る
と
、

初し
ょ

心し
ん

者し
ゃ

は
物も

の

珍め
ず
らし
そ
う
に
手て

を
叩た

た

き
、
掛か

け
声ご

え

を
か
け
て

は
、
子こ

供ど
も

の
よ
う
に
は
し
ゃ

い
で
い
た
。

　

模も

範は
ん

演え
ん

技ぎ

の
後あ

と

、
龍じ

ゃ

踊お
ど

り

の
棒ぼ

う

の
動う

ご

か
し
方か

た

、
足あ

し

の
運は

こ

び
方か

た

を
学ま

な

び
、
練れ

ん

習し
ゅ
う

用よ
う

龍じ
ゃ

体た
い

を
使つ

か

い
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

全ぜ
ん

員い
ん

が
代か

わ
る
代が

わ
る
見み

よ
う
見み

ま
ね

で
所

と
こ
ろ

狭せ
ま

し
と
動う

ご

き
回ま

わ

っ
て
い

当
とう

日
じつ

の様
よう

子
す

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

来ら
い

社し
ゃ

し
た
武ぶ

用よ
う

さ
ん
、橋は

し

本も
と

さ
ん（
右み

ぎ

か
ら
）

来
らい

社
しゃ

した一
いっ

行
こう

講
こう

演
えん

する市
いち

川
かわ

利
とし

雄
お

総
そう

合
ごう

コーディネーター

　

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
梨な

し

の

木き

会か
い

は
「
松ま

つ

本も
と

美み

樹き

子こ

先せ
ん

生せ
い

追つ
い

悼と
う

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
今こ

ん

月げ
つ

３
０
日に

ち

午ご

後ご

３
時じ

か
ら
、フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

教き
ょ
う

会か
い

（R
u
a C
arlo

s 
Sam

p
aio
, 1
0
7

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

７
４
年ね

ん

、
聖せ

い

市し

ミ
カ
幼よ

う

稚ち

園え
ん

の
父ふ

兄け
い

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
発ほ

っ

足そ
く

し

た
同ど

う

会か
い

。
以い

来ら
い

、
４
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うに
亘わ

た

り
指し

導ど
う

に
あ
た
っ
て
き

た
松ま

つ

本も
と

美み

樹き

子こ

先せ
ん

生せ
い

が
昨さ

く

年ね
ん

３
月が

つ

１
６
日に

ち

に
逝せ

い

去き
ょ

し
た
こ

と
か
ら
、
一い

っ

周し
ゅ
う

忌き

の
追つ

い

悼と
う

コ

ン
サ
ー
ト
と
し
て
催も

よ
お

す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
松ま

つ

本も
と

先せ
ん

生せ
い

と
の
想お

も

い
出で

の
曲き

ょ
く

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
構こ

う

成せ
い

さ
れ
、「
水み

ず

の
い
の
ち

よ
り
」
な
ど
約や

く

３
０
人に

ん

の
会か

い

員い
ん

が
心こ

こ
ろ

を
込こ

め
て
歌う

た

う
。
そ

の
他ほ

か

、
特と

く

別べ
つ

出し
ゅ
つ

演え
ん

と
し
て
ホ

ル
ン
奏そ

う

者し
ゃ

の
レ
ア
ン
レ
ル
ソ

ン
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
氏し

が
「
ホ
ル

ン
協

き
ょ
う

奏そ
う

曲き
ょ
く」
を
披ひ

露ろ
う

す
る
な

ど
、
一い

ち

時じ

間か
ん

半は
ん

近ち
か

く
に
及お

よ

ん

で
行お

こ
な

わ
れ
る
。

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
宮み

や

島じ
ま

紀み
ち

子こ

さ
ん
、
森も

り

下し
た

和か
ず

代よ

さ

ん
、
右う

近こ
ん

数か
ず

子こ

さ
ん
、
橋は

し

本も
と

孝た
か

子こ

さ
ん
は
「
松ま

つ

本も
と

先せ
ん

生せ
い

に

お
世せ

話わ

に
な
っ
た
方か

た

は
、
沢た

く

山さ
ん

い
る
の
で
は
。
先せ

ん

生せ
い

と
の
想お

も

い
出で

を
振ふ

り

返か
え

り
な
が
ら
、
歌う

た

を
聞き

い
て
頂い

た
だ

け
れ
ば
」
と
参さ

ん

加か

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

な
お
、
同ど

う

会か
い

は
、
毎ま

い

週し
ゅ
う

木も
く

曜よ
う

日び

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

か
ら
１
１

時じ

半は
ん

ま
で
、
聖せ

い

公こ
う

会か
い

サ
ン
パ

ウ
ロ
聖せ

い

十じ
ゅ
う

字じ

教き
ょ
う

会か
い

（R
u
a 

B
orges Lagoa, 1

7
2

）

で
練れ

ん

習し
ゅ
うを
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。
参さ

ん

加か

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
、右う

近こ
ん

さ
ん
（
１
１

　

希き

望ぼ
う

の
家い

え

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

は

「
慈じ

善ぜ
ん

お
茶ち

ゃ

会か
い

」
を
今こ

ん

月げ
つ

２
０
日か

午ご

後ご

１
時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

の
ニ
ッ
ケ
イ
・
パ
ラ
セ
ホ
テ

ル
催さ

い

事じ

場じ
ょ
う（R

ua G
alvao 

B
u
en
o
,4
2
5

）
に
て
開か

い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う１
２
０
レ
。

　

ご
馳ち

走そ
う

を
楽た

の

し
み
な
が
ら
、

音お
ん

楽が
く

や
舞ぶ

踊よ
う

を
鑑か

ん

賞し
ょ
うで
き
る
。

収し
ゅ
う

益え
き

は
、
同ど

う

会か
い

施し

設せ
つ

の
運う

ん

営え
い

費ひ

に
充あ

て
ら
れ
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、同ど

う

会か
い

（
５
５
４

９
・２
６
９
５
）
ま
で
。

よ
う
な
こ
と
が
分わ

か
る
世せ

代だ
い

で
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
の
日に

っ

系け
い

イ
ベ
ン
ト
は
主し

ゅ

催さ
い

で
き
な

い
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

俳は
い

誌し

『
朝あ

さ

蔭か
げ

』
４
７
２

号ご
う

が
２
月が

つ

に
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
。

《
白し

ろ

服ふ
く

で
波な

み

跳と

ぶ
人ひ

と

等ら

リ
オ

の
浜は

ま

》（
小こ

林ば
や
し

恵え

美み

子こ

）
は

大お
お

晦み
そ

日か

の
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
海か

い

岸が
ん

か
。
年と

し

越こ

し
の
花は

な

火び

を
楽た

の

し
ん
だ
後あ

と

、
波な

み

間ま

で
願が

ん

を
か

け
る
姿す

が
た

が
詠よ

み
込こ

ま
れ
て
い

る
。《
舞ぶ

台た
い

に
て
祝

し
ゅ
く

辞じ

ど
忘わ

す

れ
初は

つ

笑わ
ら

い
》（
有あ

り

田た

キ
ヨ
メ
）

に
は
、
聞き

か
さ
れ
る
側が

わ

か
ら

は
ク
ソ
真ま

面じ

目め

な
挨あ

い

拶さ
つ

よ
り

も
、
そ
っ
ち
の
方ほ

う

が
良よ

い
と

の
声こ

え

も
。《
日に

本ほ
ん

へ
年ね

ん

賀が

状
じ
ょ
う

書か

く
四よ

ん

十じ
ゅ
っ

通つ
う

》（
杉す

ぎ

本も
と

三み

千ち

代よ

）
か
ら
は
、
今い

ま

で
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
済す

ま
せ
て
し
ま
い
が

ち
な
ご
時じ

世せ
い

だ
が
、
作さ

く

者し
ゃ

の

周ま
わ

り
に
は
日に

本ほ
ん

と
年ね

ん

賀が

状
じ
ょ
う

同ど
う

会か
い

の
皆み
な

さ
ん

１
万ま

ん

人に
ん

超ち
ょ
う

の
催さ

い

事じ

は
全ぜ

ん

伯は
く

で
４
０
以い

上じ
ょ
う

初は
つ

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
主し

ゅ

催さ
い

者し
ゃ

シ
ン
ポ

た
。
最さ

い

後ご

に
、
石い

し

川か
わ

ラ
ッ
ケ

ル
副ふ

く

部ぶ

長ち
ょ
うが
参さ

ん

加か

者し
ゃ

に
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
、「
こ
れ
か
ら
も
こ

の
催も

よ
お

し
を
継け

い

続ぞ
く

し
て
い
き
た

い
」
と
締し

め
括く

く

っ
た
。

　

川か
わ

添ぞ
え

会か
い

長ち
ょ
うは
「
こ
れ
か
ら

一い
っ

緒し
ょ

に
練れ

ん

習し
ゅ
うし
た
い
と
い
う

人ひ
と

も
１
０
数す

う

人に
ん

現あ
ら
われ
た
」
と

喜よ
ろ
こ

び
を
語か

た

り
、「
運う

ん

動ど
う

不ぶ

足そ
く

解か
い

消し
ょ
うに
は
も
っ
て
こ
い
の
踊お

ど

り
で
す
。
練れ

ん

習し
ゅ
う

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
て
い
ま
す
の
で
、
是ぜ

非ひ

ご
参さ

ん

加か

下く
だ

さ
い
」
と
呼よ

び
か

６
０
人に

ん

参さ
ん

加か

、入に
ゅ
う

部ぶ

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

続ぞ
く

々ぞ
く

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
初は

つ

開か
い

催さ
い

故こ

・
松ま

つ

本も
と

美み

樹き

子こ

先せ
ん

生せ
い

を
追つ

い

悼と
う

し

梨な
し

の
木き

会か
い

コ
ン
サ
ー
ト
、
３
０
日に

ち

に
日に

本ほ
ん

の
雑ざ

っ

貨か

、肉に
く

ま
ん
や
カ
レ
ー

聖せ
い

福ふ
く

音い
ん

教き
ょ
う

会か
い

バ
ザ
ー
、２
４
日か

け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、川か

わ

添ぞ
え

会か
い

長ち
ょ
う（
４

８
２
８
・３
６
２
２
）、
石い

し

川か
わ

副ふ
く

部ぶ

長ち
ょ
う（
９
６
８
３
４
・５
２

０
９
）
ま
で
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
福ふ

く

音い
ん

教き
ょ
う

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

の
「
第だ

い

５
３
回か

い

バ
ザ

エ
プ
ロ
ン
や
布ふ

巾き
ん

な
ど
の
制せ

い

作さ
く

品ひ
ん

、
衣い

類る
い

・
書し

ょ

籍せ
き

・
雑ざ

っ

貨か

等な
ど

の
中

ち
ゅ
う

古こ

品ひ
ん

、
食

し
ょ
く

品ひ
ん

を
用よ

う

意い

し
て
い
る
。
衣い

類る
い

や
雑ざ

っ

貨か

は

日に

本ほ
ん

製せ
い

品ひ
ん

や
新し

ん

品ぴ
ん

等な
ど

の
掘ほ

り

出だ

し
物も

の

も
。

　

ま
た
、
毎ま

い

年と
し

大だ
い

人に
ん

気き

の
美お

味い

し
い
肉に

く

ま
ん
や
、
カ
レ
ー
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
お
に
ぎ
り

も
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
武ぶ

用よ
う

千ち

枝え

さ
ん
、
橋は

し

本も
と

孝た
か

子こ

さ
ん
は

「
皆み

な

で
こ
の
日ひ

の
た
め
に
頑が

ん

張ば

っ
て
準

じ
ゅ
ん

備び

を
し
て
き
ま
し

た
。
ぜ
ひ
大お

お

勢ぜ
い

来き

て
く
だ
さ

い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

教き
ょ
う

会か
い

（
電で

ん

話わ

１
１
・３
８
８
５
・７
６
６

５
）
ま
で
。

広
ひろ

まる日
にっ

系
けい

大
おお

型
がた

イベント今
い ま

熱
あ つ

い！

（上
じ ょ う

）

（７） ２０１９年第５２０１号  ３月 １６日 （土曜日）

こ
と
も
必ひ

つ

要よ
う

」と
分ぶ

ん

析せ
き

し
た
。

　
「
ネ
ッ
ト
検け

ん

索さ
く

で
上

じ
ょ
う

位い

に

出で

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ど

の
発は

っ

信し
ん

方ほ
う

法ほ
う

が
そ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を

閲え
つ

覧ら
ん

し
て
も
ら
う
の
に
効こ

う

果か

的て
き

な
の
か
、
最さ

い

適て
き

な
手し

ゅ

段だ
ん

を

探さ
ぐ

る
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

。
ま
ず
は

客き
ゃ
く

層そ
う

を
把は

握あ
く

す
る
こ
と
か

ら
始は

じ

め
て
」
と
提て

い

言げ
ん

し
た
。

　

最さ
い

後ご

に
山や

ま

内う
ち

エ
リ
カ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
軌き

跡せ
き

を
辿た

ど

り
、
０
８

年ね
ん

と
１
８
年ね

ん

を
比ひ

較か
く

し
て
、

協き
ょ
う

賛さ
ん

（
９
↓
１
２
）、
後こ

う

援え
ん

（
３
↓
２
９
）、政せ

い

府ふ

支し

援え
ん（
６

↓
１
５
）
が
増ぞ

う

加か

し
た
と

長
なが

崎
さき

龍
じゃ

踊
おど

り

の
や
り
取と

り
を
習

し
ゅ
う

慣か
ん

が
し
っ

か
り
と
残の

こ

っ
て
い
る
こ
と
が

伺う
か
が

わ
れ
る
作さ

く

品ひ
ん

。《
ガ
タ
パ

ラ
の
低て

い

地ち

に
陽か

げ
ろ
う炎
も
え
立た

ち

て
》（
松ま

つ

田だ

国く
に

子こ

）
は
作さ

く

者し
ゃ

の
心し

ん

象し
ょ
う

風ふ
う

景け
い

か
。
だ
と
す

れ
ば
、
な
に
か
野や

望ぼ
う

を
胸む

ね

に

秘ひ

め
て
い
る
様よ

う

子す

か
。《
笑え

む
美び

女じ
ょ

の
見み

飽あ

き
し
顔か

お

の
古ふ

る

暦こ
よ
み》（
秋あ

き

村む
ら

蒼あ
お

一い
ち

郎ろ
う

）。
年と

し

開あ

け
て
新あ

た
ら

し
い
美び

女じ
ょ

は
も
う

微ほ
ほ
え笑
ん
で
い
ま
す
か
？

公こ
う

表ひ
ょ
う。「
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
み
な
ら

ず
、
協

き
ょ
う

賛さ
ん

・
後こ

う

援え
ん

企き

業ぎ
ょ
うや
出

し
ゅ
っ

展て
ん

者し
ゃ

、
社し

ゃ

会か
い

が
幸し

あ
わ
せ
と
な
る

『
三さ

ん

方ぽ
う

よ
し
』
を
達た

っ

成せ
い

す
る

こ
と
が
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
継け

い

続ぞ
く

に

繋つ
な

が
る
」と
話は

な

し
た
。（
続つ

づ

く
、

大お
お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

）

・
９
９
９
０
０
・
９
４
０
２
）
ま
で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

ー
」
が
２
４
日か

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か

ら
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
市し

パ
ラ
イ
ゾ

区く

の
同ど

う

教き
ょ
う

会か
い

内な
い

（R
ua To-

m
a
s C
a
rv-

alh
al, 471

）

で
開か

い

催さ
い

さ
れ

る
。

　

毎ま
い

年と
し

恒こ
う

例れ
い

の

同ど
う

教き
ょ
う

会か
い

の
バ
ザ

ー
。
当と

う

日じ
つ

は
教

き
ょ
う

会か
い

員い
ん

手て

作づ
く

り
の

希
き

望
ぼう

の家
いえ

慈
じ

善
ぜん

お茶
ちゃ

会
かい

、

２０日
か

に
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